
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　ｎ個のビデオタイトルがタイトル用ビデオオブジェクトセットに格納されている光デ
ィスクからビデオタイトルセット番号に応じてビデオタイトルを再生する装置において、
　光ディスクの管理領域としてのビデオマネージャーからビデオマネージャー情報管理テ
ーブルがサーチされ、
　このビデオマネージャー情報管理テーブルに記載されるタイトルセットサーチポインタ
テーブルのスタートアドレスが参照されて当該タイトルセットサーチポインタテーブルが
サーチされ、
　前記サーチポインタテーブルが参照されて前記ビデオタイトルセット番号に対応したビ
デオタイトルセットのスタートアドレスが獲得され、
　前記ビデオタイトルセットから当該ビデオタイトルセットに関するビデオタイトルセッ
ト情報を獲得し、
　前記ビデオタイトルセット情報からビデオタイトルセット情報管理テーブルを獲得して
、当該ビデオタイトルセットのビデオ、オーディオ及び副映像を適切に再生するためのビ
デオ圧縮モード及び表示アスペクト比を含むビデオ属性、オーディオコーディングモード
を含むオーディオストリーム属性及び副映像コーディングモードを含む副映像ストリーム
属性を取得するとともにビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブルのスター
トアドレスを取得し、
　前記ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブルからビデオタイトルセット
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プログラムチェーン情報サーチポインタが獲得されて当該ビデオタイトルセットプログラ
ムチェーン情報サーチポインタに対応したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報
が獲得され、
　当該ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報からセル再生情報テーブルが獲得さ
れ、当該セル再生情報テーブルからセル再生情報が次々に獲得され、
　当該セル再生情報を利用して前記タイトル用ビデオオブジェクトセットに格納されるセ
ルを構成するビデオオブジェクトユニットの最初のビデオオブジェクトユニットのスター
トアドレス及び最後のビデオオブジェクトユニットのスタートアドレスが獲得され、
　前記ビデオオブジェクトユニットが次々に読み出されて前記ビデオオブジェクトユニッ
トからビデオデータ、オーディオデータストリーム及び副映像データストリームが出力さ
れる光ディスク再生装置において、
　前記ビデオデータをデコードするビデオデコード手段と、
　前記オーディオデータストリームをデコードするオーディオデータデコード手段と、
　前記副映像データストリームをデコードする副映像データデコード手段と、
　前記ビデオデコード手段及び副映像データデコード手段からのビデオ出力及び副映像出
力を合成して映像信号に変換して出力する映像出力手段と、
　前記オーディオデータデコード手段からのオーディオ出力をオーディオ信号に変換して
出力するオーディオ出力手段と、
　前記ビデオ属性、オーディオストリーム属性及び副映像ストリーム属性に基づいて前記
ビデオデコード手段、オーディオデータデコード手段及び副映像データデコード手段を設
定し、これらの属性に従ってビデオデータ、オーディオデータストリーム及び副映像デー
タストリームをデコードさせる設定手段と、
　を具備することを特徴とする光ディスク再生装置。
【請求項２】
　　ｎ個のビデオタイトルがタイトル用ビデオオブジェクトセットに格納されている光デ
ィスクからビデオタイトルセット番号に応じてビデオタイトルを再生する方法において、
　光ディスクの管理領域としてのビデオマネージャーからビデオマネージャー情報管理テ
ーブルをサーチし、
　このビデオマネージャー情報管理テーブルに記載されるタイトルセットサーチポインタ
テーブルのスタートアドレスを参照して当該タイトルセットサーチポインタテーブルをサ
ーチし、
　前記サーチポインタテーブルを参照して前記ビデオタイトルセット番号に対応したビデ
オタイトルセットのスタートアドレスを獲得し、
　前記ビデオタイトルセットから当該ビデオタイトルセットに関するビデオタイトルセッ
ト情報を獲得し、
　前記ビデオタイトルセット情報からビデオタイトルセット情報管理テーブルを獲得して
、当該ビデオタイトルセットのビデオ、オーディオ及び副映像を適切に再生するためのビ
デオ圧縮モード及び表示アスペクト比を含むビデオ属性、オーディオコーディングモード
を含むオーディオストリーム属性及び副映像コーディングモードを含む副映像ストリーム
属性を取得するとともにビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブルのスター
トアドレスを取得し、
　前記ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブルからビデオタイトルセット
プログラムチェーン情報サーチポインタを獲得して当該ビデオタイトルセットプログラム
チェーン情報サーチポインタに対応したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報を
獲得し、
　当該ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報からセル再生情報テーブルを獲得し
、当該セル再生情報テーブルからセル再生情報を次々に獲得し、
　当該セル再生情報を利用して前記タイトル用ビデオオブジェクトセットに格納されるセ
ルを構成するビデオオブジェクトユニットの最初のビデオオブジェクトユニットのスター
トアドレス及び最後のビデオオブジェクトユニットのスタートアドレスを獲得し、
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　前記ビデオオブジェクトユニットを次々に読み出して前記ビデオオブジェクトユニット
からビデオデータ、オーディオデータストリーム及び副映像データストリームを出力する
光ディスク再生方法において、
　前記タイトル用のビデオオブジェクトセットの再生の為に、前記ビデオタイトルセット
情報管理テーブルからビデオ圧縮モード及び表示アスペクト比を含むビデオ属性、オーデ
ィオコーディングモードを含むオーディオストリーム属性及び副映像コーディングモード
を含むタイトル用の副映像ストリーム属性を獲得してこれらの属性に従って、前記ビデオ
オブジェクトセットに含まれるビデオデータをデコードしてビデオを出力し、前記ビデオ
オブジェクトセットに含まれるオーディオデータストリームをデコードしてオーディオを
出力し、前記ビデオオブジェクトセットに含まれる副映像データストリームをデコードし
て副映像を出力し、前記ビデオ出力及び副映像出力を合成して映像信号に変換して出力し
、前記オーディオ出力をオーディオ信号に変換して出力させることを特徴とする光ディス
クの再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、再生データのビデオ属性情報を利用して再生データを適切に再生する光デ
ィスク再生装置及び光ディスク記録方法に係り、特に、特定のビデオ属性を有する再生デ
ータを獲得して再生システムに好適な再生データに変換することができる光ディスク再生
装置及び光ディスク記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、映像（ビデオデータ）や音声（オーディオデータ）等のデータをデジタルで記録
した光ディスクを再生する動画対応光ディスク再生装置が開発されており、たとえば、映
画ソフトやカラオケ等の再生装置として広く利用されている。
【０００３】
　一般に知られている光ディスクとしてコンパクトディスク、いわゆる、ＣＤが既に開発
されているが、このような光ディスクは、その記憶容量の点から長時間に亘るムービーデ
ータを記録し、再生することは困難であるとされている。このような観点から、ムービー
データをも高密度記録可能な光ディスクが研究され、開発されつつある。
【０００４】
　このような高密度記録可能な光ディスクが出現するに伴い、このような光ディスクには
、選択可能なビデオデータ等を複数個記録することが可能となり、また、複数のオーディ
オストリームを記録することで、一つのビデオに異なる音声を対応づけることができ、さ
らに、複数の副映像ストリームを記録することで、例えば、言語の種類が異なる字幕など
を選択して表示することができる。
【０００５】
　また、近年では、動画に対するデータ圧縮方式がＭＰＥＧ（ Moving Picture Expert Gr
oup）方式として国際標準化されるに至っている。このＭＰＥＧ方式はビデオデータを可
変圧縮する方式である。また、現在ＭＰＥＧ２方式が国際標準化されつつあり、これに伴
ってＭＰＥＧ２圧縮方式に対応したシステムフォーマットもＭＰＥＧ２システムレイヤと
して規定されている。このシステムレイヤとしては、ビデオデータを表示する際のデータ
としての、フレームレート情報や表示アスペクト比等が規定されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、ＭＰＥＧ２に対応するデコーダで圧縮されたビデオデータを伸長した際に、ソ
ースフレームレートと表示フレームレートが異なっていた場合や、ソースアスペクト比と
表示アスペクト比が異なっていた場合、ソースとしての表示装置に合った変換を行う必要
がある。ところが、従来は、ＭＰＥＧ２システムレイヤで規定されている表示の変換しか
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行えず、ビデオデータの出力方式を変更することができず、有効に使い分けることができ
ないという問題がある。
【０００７】
　この発明は、上述した事情に鑑みなされたものであって、その目的は、ビデオデータを
表示する際に、そのビデオデータに付与されているビデオデータ属性に基づいて、任意に
ビデオデータの出力方式を変更することができる再生装置を提供するにある。
【０００８】
　また、この発明の目的は、ビデオデータを表示する際に、そのビデオデータに付与され
ているビデオデータ属性に基づいて、任意にビデオデータの出力方式を変更することがで
きる光ディスクへの記録方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　　この発明によれば、
　ｎ個のビデオタイトルがタイトル用ビデオオブジェクトセットに格納されている光ディ
スクからビデオタイトルセット番号に応じてビデオタイトルを再生する装置において、
　光ディスクの管理領域としてのビデオマネージャーからビデオマネージャー情報管理テ
ーブルがサーチされ、
　このビデオマネージャー情報管理テーブルに記載されるタイトルセットサーチポインタ
テーブルのスタートアドレスが参照されて当該タイトルセットサーチポインタテーブルが
サーチされ、
　前記サーチポインタテーブルが参照されて前記ビデオタイトルセット番号に対応したビ
デオタイトルセットのスタートアドレスが獲得され、
　前記ビデオタイトルセットから当該ビデオタイトルセットに関するビデオタイトルセッ
ト情報を獲得し、
　前記ビデオタイトルセット情報からビデオタイトルセット情報管理テーブルを獲得して
、当該ビデオタイトルセットのビデオ、オーディオ及び副映像を適切に再生するためのビ
デオ圧縮モード及び表示アスペクト比を含むビデオ属性、オーディオコーディングモード
を含むオーディオストリーム属性及び副映像コーディングモードを含む副映像ストリーム
属性を取得するとともにビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブルのスター
トアドレスを取得し、
　前記ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブルからビデオタイトルセット
プログラムチェーン情報サーチポインタが獲得されて当該ビデオタイトルセットプログラ
ムチェーン情報サーチポインタに対応したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報
が獲得され、
　当該ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報からセル再生情報テーブルが獲得さ
れ、当該セル再生情報テーブルからセル再生情報が次々に獲得され、
　当該セル再生情報を利用して前記タイトル用ビデオオブジェクトセットに格納されるセ
ルを構成するビデオオブジェクトユニットの最初のビデオオブジェクトユニットのスター
トアドレス及び最後のビデオオブジェクトユニットのスタートアドレスが獲得され、
　前記ビデオオブジェクトユニットが次々に読み出されて前記ビデオオブジェクトユニッ
トからビデオデータ、オーディオデータストリーム及び副映像データストリームが出力さ
れる光ディスク再生装置において、
　前記ビデオデータをデコードするビデオデコード手段と、
　前記オーディオデータストリームをデコードするオーディオデータデコード手段と、
　前記副映像データストリームをデコードする副映像データデコード手段と、
　前記ビデオデコード手段及び副映像データデコード手段からのビデオ出力及び副映像出
力を合成して映像信号に変換して出力する映像出力手段と、
　前記オーディオデータデコード手段からのオーディオ出力をオーディオ信号に変換して
出力するオーディオ出力手段と、
　前記ビデオ属性、オーディオストリーム属性及び副映像ストリーム属性に基づいて前記
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ビデオデコード手段、オーディオデータデコード手段及び副映像データデコード手段を設
定し、これらの属性に従ってビデオデータ、オーディオデータストリーム及び副映像デー
タストリームをデコードさせる設定手段と、
　を具備することを特徴とする光ディスク再生装置が提供される。
【００１０】
　　また、この発明によれば、
　ｎ個のビデオタイトルがタイトル用ビデオオブジェクトセットに格納されている光ディ
スクからビデオタイトルセット番号に応じてビデオタイトルを再生する方法において、
　光ディスクの管理領域としてのビデオマネージャーからビデオマネージャー情報管理テ
ーブルをサーチし、
　このビデオマネージャー情報管理テーブルに記載されるタイトルセットサーチポインタ
テーブルのスタートアドレスを参照して当該タイトルセットサーチポインタテーブルをサ
ーチし、
　前記サーチポインタテーブルを参照して前記ビデオタイトルセット番号に対応したビデ
オタイトルセットのスタートアドレスを獲得し、
　前記ビデオタイトルセットから当該ビデオタイトルセットに関するビデオタイトルセッ
ト情報を獲得し、
　前記ビデオタイトルセット情報からビデオタイトルセット情報管理テーブルを獲得して
、当該ビデオタイトルセットのビデオ、オーディオ及び副映像を適切に再生するためのビ
デオ圧縮モード及び表示アスペクト比を含むビデオ属性、オーディオコーディングモード
を含むオーディオストリーム属性及び副映像コーディングモードを含む副映像ストリーム
属性を取得するとともにビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブルのスター
トアドレスを取得し、
　前記ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブルからビデオタイトルセット
プログラムチェーン情報サーチポインタを獲得して当該ビデオタイトルセットプログラム
チェーン情報サーチポインタに対応したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報を
獲得し、
　当該ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報からセル再生情報テーブルを獲得し
、当該セル再生情報テーブルからセル再生情報を次々に獲得し、
　当該セル再生情報を利用して前記タイトル用ビデオオブジェクトセットに格納されるセ
ルを構成するビデオオブジェクトユニットの最初のビデオオブジェクトユニットのスター
トアドレス及び最後のビデオオブジェクトユニットのスタートアドレスを獲得し、
　前記ビデオオブジェクトユニットを次々に読み出して前記ビデオオブジェクトユニット
からビデオデータ、オーディオデータストリーム及び副映像データストリームを出力する
光ディスク再生方法において、
　前記タイトル用のビデオオブジェクトセットの再生の為に、前記ビデオタイトルセット
情報管理テーブルからビデオ圧縮モード及び表示アスペクト比を含むビデオ属性、オーデ
ィオコーディングモードを含むオーディオストリーム属性及び副映像コーディングモード
を含むタイトル用の副映像ストリーム属性を獲得してこれらの属性に従って、前記ビデオ
オブジェクトセットに含まれるビデオデータをデコードしてビデオを出力し、前記ビデオ
オブジェクトセットに含まれるオーディオデータストリームをデコードしてオーディオを
出力し、前記ビデオオブジェクトセットに含まれる副映像データストリームをデコードし
て副映像を出力し、前記ビデオ出力及び副映像出力を合成して映像信号に変換して出力し
、前記オーディオ出力をオーディオ信号に変換して出力させることを特徴とする光ディス
クの再生方法が提供される。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明の再生装置及び再生方法によれば、ビデオデータを表示する際に、そのビデオ
データに付与されているビデオデータ属性に基づいて、任意にビデオデータの出力方式を
変更することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照してこの発明の実施例に係る光ディスク及び光ディスク再生装置を説
明する。
【００１３】
　図１は、この発明の一実施例に係る光ディスクからデータを再生する光ディス再生装置
のブロックを示し、図２は、図１に示された光ディスクをドライブするディスクドライブ
部のブロックを示し、図３及び図４は、図１及び図２に示した光ディスクの構造を示して
いる。
【００１４】
　図１に示すように光ディスク再生装置は、キー操作／表示部４、モニター部６及びスピ
ーカ部８を具備している。ここで、ユーザがキー操作／表示部４を操作することによって
光ディスク１０から記録データが再生される。記録データは、ビデオデータ、副映像デー
タ及び音声データを含み、これらは、ビデオ信号及びオーディオ信号に変換される。モニ
ター部６は、ビデオ信号によってビデオを表示し、スピーカ部８は、オーディオ信号によ
って音声を発生している。
【００１５】
　既に知られるように光ディスク１０は、種々の構造がある。この光ディスク１０には、
例えば、図３に示すように、高密度でデータが記録される読み出し専用ディスクがある。
図３に示されるように光ディスク１０は、一対の複合層１８とこの複合ディスク層１８間
に介挿された接着層２０とから構成されている。この各複合ディスク層１８は、透明基板
１４及び記録層、即ち、光反射層１６から構成されている。このディスク層１８は、光反
射層１６が接着層２０に接触するように配置される。この光ディスク１０には、中心孔２
２が設けられ、その両面の中心孔２２の周囲には、この光ディスク１０をその回転時に押
さえる為のクランピング領域２４が設けられている。中心孔２２には、光ディスク装置に
ディスク１０が装填された際に図２に示されたスピンドルモータ１２のスピンドルが挿入
され、ディスクが回転される間、光ディスク１０は、そのクランピング領域２４でクラン
プされる。
【００１６】
　図３に示すように、光ディスク１０は、その両面のクランピング領域２４の周囲に光デ
ィスク１０に情報を記録することができる情報領域２５を有している。各情報領域２５は
、その外周領域が通常は情報が記録されないリードアウト領域２６に、また、クランピン
グ領域２４に接するその内周領域が同様に、通常は情報が記録されないリードイン領域２
７に定められ、更に、このリードアウト領域２６とリードイン領域２７との間がデータ記
録領域２８に定められている。
【００１７】
　情報領域２５の記録層１６には、通常、データが記録される領域としてトラックがスパ
イラル状に連続して形成され、その連続するトラックは、複数の物理的なセクタに分割さ
れ、そのセクタには、連続番号が付され、このセクタを基準にデータが記録されている。
情報記録領域２５のデータ記録領域２８は、実際のデータ記録領域であって、後に説明す
るように再生情報、ビデオデータ、副映像データ及びオーディオデータが同様にピット（
即ち、物理的状態の変化）として記録されている。読み出し専用の光ディスク１０では、
透明基板１４にピット列が予めスタンパーで形成され、このピット列が形成された透明基
板１４の面に反射層が蒸着により形成され、その反射層が記録層１６として形成されるこ
ととなる。また、この読み出し専用の光ディスク１０では、通常、トラックとしてのグル
ーブが特に設けられず、透明基板１４の面に形成されるピット列がトラックとして定めら
れている。
【００１８】
　このような光ディスク装置１２は、図１に示されるように更にディスクドライブ部３０
、システムＣＰＵ部５０、システムＲＯＭ／ＲＡＭ部５２、システムプロッセッサ部５４
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、データＲＡＭ部５６、ビデオデコータ部５８、オーディオデコーダ部６０、副映像デコ
ーダ部６２及びＤ／Ａ及びデータ再生部６４から構成されている。
【００１９】
　図２に示すようにディスクドライブ部３０は、モータドライブ回路１１、スピンドルモ
ータ１２、光学ヘッド３２（即ち、光ピックアップ）、フィードモータ３３、フォ―カス
回路３６、フィードモータ駆動回路３７、トラッキング回路３８、ヘッドアンプ４０及び
サーボ処理回路４４を具備している。光ディスク１０は、モータ駆動回路１１によって駆
動されるスピンドルモータ１２上に載置され、このスピンドルモータ１２によって回転さ
れる。光ディスク１０にレーザビームを照射する光学ヘッド３２が光ディスク１０の下に
置かれている。また、この光学ヘッド３２は、ガイド機構（図示せず）上に載置されてい
る。フィードモータ駆動回路３７がフィードモータ３３に駆動信号を供給する為に設けら
れている。モータ３３は、駆動信号によって駆動されて光学ヘッド３２を光ディスク１０
の半径方向に移動している。光学ヘッド３２は、光ディスク１０に対向される対物レンズ
３４を備えている。対物レンズ３４は、フォ―カス回路３６から供給される駆動信号に従
ってその光軸に沿って移動される。
【００２０】
　上述した光ディスク１０からデータを再生するには、光学ヘッド３２が対物レンズ３４
を介してレーザビームを光ディスク１０に照射される。この対物レンズ３４は、トラッキ
ング回路３８から供給された駆動信号に従って光ディスク１０の半径方向に微動される。
また、対物レンズ３４は、その焦点が光ディスク１０の記録層１６に位置されるようにフ
ォーカシング回路３６から供給された駆動信号に従ってその光軸方向に沿って微動される
。その結果、レーザビームは、最小ビームスポットをスパイラルトラック（即ち、ピット
列）上に形成され、トラックが光ビームスポットで追跡される。レーザビームは、記録層
１６から反射され、光学ヘッド３２に戻される。光ヘッド３２では、光ディスク１０から
反射された光ビームを電気信号に変換し、この電気信号は、光ヘッド３２からヘッドアン
プ４０を介してサーボ処理回路４４に供給される。サーボ処理回路４４では、電気信号か
らフォ―カス信号、トラッキング信号及びモータ制御信号を生成し、これらの信号を夫々
フォ―カス回路３６、トラッキング回路３８、モータ駆動回路１１に供給している。
【００２１】
　従って、対物レンズ３４がその光軸及び光ディスク１０の半径方向に沿って移動され、
その焦点が光ディスク１０の記録層１６に位置され、また、レーザビームが最小ビームス
ポットをスパイラルトラック上に形成する。また、モータ駆動回路１１によってスピンド
ルモータ１２が所定の回転数で回転される。その結果、光ディスク１０のピット列が光ビ
ームで線速一定で追跡される。
【００２２】
　図１に示されるシステムＣＰＵ部５０からアクセス信号としての制御信号がサーボ処理
回路４４に供給される。この制御信号に応答してサーボ処理回路４４からヘッド移動信号
がフィードモータ駆動回路３７に供給されてこの回路３７が駆動信号をフィードモータ３
３に供給することとなる。従って、フィードモータ３３が駆動され、光ヘッド３２が光デ
ィスク１０の半径方向に沿って移動される。そして、光学ヘッド３２によって光ディスク
１０の記録層１６に形成された所定のセクタがアクセスされる。再生データは、その所定
のセクタから再生されて光学ヘッド３２からヘッドアンプ４０に供給され、このヘッドア
ンプ４０で増幅され、ディスクドライブ部３０から出力される。
【００２３】
　出力された再生データは、システム用ＲＯＭ及びＲＡＭ部５２に記録されたプログラム
で制御されるシステムＣＰＵ部５０の管理下でシステムプロセッサ部５４によってデータ
ＲＡＭ部５６に格納される。この格納された再生データは、システムプロセッサ部５４に
よって処理されてビデオデータ、オーディオデータ及び副映像データに分類され、ビデオ
データ、オーディオデータ及び副映像データは、夫々ビデオデコーダ部５８、オーディオ
デコーダ部６０及び副映像デコーダ部６２に出力されてデコードされる。デコードされた
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ビデオデータ、オーディオデータ及び副映像データは、Ｄ／Ａ及び再生処理回路６４でア
ナログ信号としてのビデオ信号、オーディオ信号に変換されるとともにビデオ信号がモニ
ター６に、また、オーディオ信号がスピーカ部８に夫々供給される。その結果、ビデオ信
号及び副映像信号によってモニター部６にビデオが表示されるとともにオーディオ信号に
よってスピーカ部８から音声が再現される。
【００２４】
　図１に示す光ディスク装置の詳細な動作については、次に説明する光ディスク１０の論
理フォーマットを参照して後により詳細に説明する。
【００２５】
　図１に示される光ディスク１０のリードインエリア２７からリードアウトエリア２６ま
でのデータ記録領域２８は、図４に示されるようなボリューム及びファイル構造を有して
いる。この構造は、論理フォーマットとして特定の規格、例えば、マイクロＵＤＦ（ micr
o UDF）及びＩＳＯ９６６０に準拠されて定められている。データ記録領域２８は、既に
説明したように物理的に複数のセクタに分割され、その物理的セクタには、連続番号が付
されている。下記の説明で論理アドレスは、マイクロＵＤＦ（ micro UDF）及びＩＳＯ９
６６０で定められるように論理セクタ番号（ＬＳＮ）を意味し、論理セクタは、物理セク
タのサイズと同様に２０４８バイトであり、論理セクタの番号（ＬＳＮ）は、物理セクタ
番号の昇順とともに連続番号が付加されている。
【００２６】
　図４に示されるようにこのボリューム及びファイル構造は、階層構造を有し、ボリュー
ム及びファイル構造領域７０、ビデオマネージャー（ＶＭＧ）７１、少なくとも１以上の
ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２及び他の記録領域７３を有している。これら領域は
、論理セクタの境界上で区分されている。ここで、従来のＣＤと同様に１論理セクタは、
２０４８バイトと定義されている。同様に、１論理ブロックも２０４８バイトと定義され
、従って、１論理セクタは、１論理ブロックと定義される。
【００２７】
　ファイル構造領域７０は、マイクロＵＤＦ及びＩＳＯ９６６０に定められる管理領域に
相当し、この領域の記述を介してビデオマネージャー７１がシステムＲＯＭ／ＲＡＭ部５
２に格納される。ビデオマネージャー７１には、図５を参照して説明するようにビデオタ
イトルセットを管理する情報が記述され、ファイル＃０から始まる複数のファイル７４か
ら構成されている。また、各ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２には、後に説明するよ
うに圧縮されたビデオデータ、オーディオデータ及び副映像データ及びこれらの再生情報
が格納され、同様に複数のファイル７４から構成されている。ここで、複数のビデオタイ
トルセット７２は、最大９９個に制限され、また、各ビデオタイトルセット７２を構成す
るファイル７４（ File #jから File #j+11）の数は、最大１２個に定められている。これ
らファイルも同様に論理セクタの境界で区分されている。
【００２８】
　他の記録領域７３には、上述したビデオタイトルセット７２を利用可能な情報が記録さ
れている。この他の記録領域７３は、必ずしも設けられなくとも良い。
【００２９】
　図５に示すようにビデオマネージャー７１は、夫々が各ファイル７４に相当する３つの
項目を含んでいる。即ち、ビデオマネージャー７１は、ビデオマネージャー情報（ＶＭＧ
Ｉ）７５、ビデオマネージャーメニューの為のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿Ｖ
ＯＢＳ）７６及びビデオマネージャー情報のバックアップ（ＶＭＧＩ＿ＢＵＰ）７７から
構成されている。ここで、ビデオマネージャー情報（ＶＭＧＩ）７５及びビデオマネージ
ャー情報のバックアップ７７（ＶＭＧＩ＿ＢＵＰ）７７は、必須の項目とされ、ビデオマ
ネージャーメニューの為のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６は、オ
プションとされている。このＶＭＧＭ用のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢ
Ｓ）７６には、ビデオマネージャー７１が管理する当該光ディスク中のボリュームに関す
るメニューのビデオデータ、オーディオデータ及び副映像データが格納されている。
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【００３０】
　このＶＭＧＭ用のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６によって後に
説明されるビデオの再生のように当該光ディスクのボリューム名、ボリューム名表示に伴
う音声及び副映像の説明が表示されるとともに選択可能な項目が副映像で表示される。例
えば、ＶＭＧＭ用のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６によって当該
光ディスクがあるボクサーのワールドチャンピョンに至るまでの試合を格納したビデオデ
ータである旨、即ち、ボクサーＸの栄光の歴史等のボリューム名とともにボクサーＸのフ
ァイティングポーズがビデオデータで再生されるとともに彼のテーマソングが音声で表示
され、副映像で彼の年表等が表示される。また、選択項目として試合のナレーションを英
語、日本語等のいずれの言語を選択するかが問い合わされるとともに副映像で他の言語の
字幕を表示するか、また、いずれの言語の字幕を選択するか否かが問い合わされる。この
ＶＭＧＭ用のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６によってユーザは、
例えば、音声は、英語で副映像として日本語の字幕を採用してボクサーＸの試合のビデオ
を鑑賞する準備が整うこととなる。
【００３１】
　ここで、図６を参照してビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）８２の構造について説
明する。図６は、ビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）８２の一例を示している。この
ビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）８２には、２つのメニュー用及びタイトル用とし
て３つのタイプのビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）７６、９５、９６がある。即ち
、ビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）８２は、後に説明するようにビデオタイトルセ
ット（ＶＴＳ）７２中にビデオタイトルセットのメニュー用ビデオオブジェクトセット（
ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５及び少なくとも１つ以上のビデオタイトルセットのタイトルの
為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ）９６があり、いずれのビデオオ
ブジェクトセット８２もその用途が異なるのみで同様の構造を有している。
【００３２】
　図６に示すようにビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）８２は、１個以上のビデオオ
ブジェクト（ＶＯＢ）８３の集合として定義され、ビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ
）８２中のビデオオブジェクト８３は、同一の用途の供される。通常、メニュー用のビデ
オオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）８２は、１つのビデオオブジェクト（ＶＯＢ）８３で
構成され、複数のメニュー用の画面を表示するデータが格納される。これに対してタイト
ルセット用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ）８２は、通常、複数の
ビデオオブジェクト（ＶＯＢ）８３で構成される。
【００３３】
　ここで、ビデオオブジェクト（ＶＯＢ）８３は、上述したボクシングのビデオを例にす
れば、ボクサーＸの各試合のビデオデータに相当し、ビデオオブジェクト（ＶＯＢ）を指
定することによって、例えば、ワールドチャンピョンに挑戦する第１１戦をビデオで再現
することができる。また、ビデオタイトルセット７２のメニュー用ビデオオブジェクトセ
ット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５には、そのボクサーＸの試合のメニューデータが格納さ
れ、そのメニューの表示に従って、特定の試合、例えば、ワールドチャンピョンに挑戦す
る第１１戦を指定することができる。尚、通常の１ストーリーの映画では、１ビデオオブ
ジェクト（ＶＯＢ）８３が１ビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）８２に相当し、１ビ
デオストリームが１ビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）８２で完結することとなる。
また、アニメ集、或いは、オムニバス形式の映画では、１ビデオオブジェクトセット（Ｖ
ＯＢＳ）８２中に各ストーリーに対応する複数のビデオストリームが設けられ、各ビデオ
ストリームが対応するビデオオブジェクトに格納されている。従って、ビデオストリーム
に関連したオーディオストリーム及び副映像ストリームも各ビデオオブジェクト（ＶＯＢ
）８３中で完結することとなる。
【００３４】
　ビデオオブジェクト（ＶＯＢ）８３には、識別番号（ＩＤＮ  #j）が付され、この識別
番号によってそのビデオオブジェクト（ＶＯＢ）８３を特定することができる。ビデオオ
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ブジェクト（ＶＯＢ）８３は、１又は複数のセル８４から構成される。通常のビデオスト
リームは、複数のセルから構成されることとなるが、メニュー用のビデオストリーム、即
ち、ビデオオブジェクト（ＶＯＢ）８３は、１つのセル８４から構成される場合もある。
同様にセルには、識別番号（Ｃ＿ＩＤＮ  #j）が付され、このセル識別番号（Ｃ＿ＩＤＮ  
#j）によってセル８４が特定される。
【００３５】
　図６に示すように各セル８４は、１又は複数のビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ
）８５、通常は、複数のビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）８５から構成される。
ここで、ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）８５は、１つのナビゲーションパック
（ＮＶパック）８６を先頭に有するパック列として定義される。即ち、ビデオオブジェク
トユニット（ＶＯＢＵ）８５は、あるナビゲーションパック８６から次のナビゲーション
パックの直前まで記録される全パックの集まりとして定義される。このビデオオブジェク
トユニット（ＶＯＢＵ）の再生時間は、ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）中に含
まれる単数又は複数個のＧＯＰから構成されるビデオデータの再生時間に相当し、その再
生時間は、０．４秒以上であって１秒より大きくならないように定められる。ＭＰＥＧで
は、１ＧＯＰは、通常０．５秒であってその間に１５枚程度の画像が再生する為の圧縮さ
れた画面データであると定められている。
【００３６】
　図６に示すようにビデオオブジェクトユニットがビデオデータを含む場合には、ＭＰＥ
Ｇ規格に定められたビデオパック（Ｖパック）８８、副映像パック（ＳＰパック）９０及
びオーディオパック（Ａパック）９１から構成されるＧＯＰが配列されてビデオデータス
トリームが構成されるが、このＧＯＰの数とは、無関係にＧＯＰの再生時間を基準にして
ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）８５が定められ、その先頭には、常にナビゲー
ションパック（ＮＶパック）８６が配列される。また、オーディオ及び／又は副映像デー
タのみの再生データにあってもこのビデオオブジェクトユニットを１単位として再生デー
タが構成される。即ち、オーディオパックのみでビデオオブジェクトユニットが構成され
ても、ビデオデータのビデオオブジェクトと同様にそのオーディオデータが属するビデオ
オブジェクトユニットの再生時間内に再生されるべきオーディオパックがそのビデオオブ
ジェクトユニットに格納される。
【００３７】
　再び図５を参照してビデオマネージャー７１について説明する。ビデオマネージャー７
１の先頭に配置されるビデオ管理情報７５は、そのビデオマネージャー自体の情報、タイ
トルをサーチする為の情報、ビデオマネージャーメニューの再生の為の情報、及びビデオ
タイトルの属性情報の等のビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２を管理する情報が記述さ
れ、図５に示す順序で３つのテーブル７８、７９、８０が記録されている。この各テーブ
ル７８、７９、８０は、論理セクタの境界に一致されている。第１のテーブルであるビデ
オ管理情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７８は、必須のテーブルであってビデオマ
ネージャー７１のサイズ、このビデオマネージャー７１中の各情報のスタートアドレス、
ビデオマネージャーメニュー用のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６
のスタートアドレス及びその属性情報等が記述されている。後に詳述するようにこの属性
情報には、ビデオの属性情報、オーディオの属性情報及び副映像の属性情報があり、これ
らの属性情報よってデコーダ５８、６０、６２のモードが変更され、ビデオオブジェクト
セット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６が適切なモードで再生される。
【００３８】
　また、ビデオマネージャー７１の第２のテーブルであるタイトルサーチポインタテーブ
ル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）７９には、装置のキー及び表示部４からのタイトル番号の入力に応
じて選定可能な当該光ディスク１０中のボリュームに含まれるビデオタイトルセットのス
タートアドレスが記載されている。
【００３９】
　ビデオマネージャー７１の第３のテーブルであるビデオタイトルセット属性テーブル（
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ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）８０には、当該光ディスクのボリューム中のビデオタイトルセット（
ＶＴＳ）７２に定められた属性情報が記載される。即ち、属性情報としてビデオタイトル
セット（ＶＴＳ）７２の数、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２の番号、ビデオの属性
、例えば、ビデオデータの圧縮方式等、オーディオストリームの属性、例えば、オーディ
オの符号化モード等、副映像の属性、例えば、副映像の表示タイプ等がこのテーブルに記
載されている。
【００４０】
　ボリューム管理情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７８、タイトルサーチポインタ
テーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）７９及びビデオタイトルセット属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＴ
ＲＴ）８０に記載の記述内容の詳細について、図７から図２０を参照して次に説明する。
【００４１】
　図７に示すようにボリューム管理情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７８には、ビ
デオマネージャー７１の識別子（ＶＭＧ＿ＩＤ）、論理ブロック（既に説明したように１
論理ブロックは、２０４８バイト）の数でビデオ管理情報のサイズ（ＶＭＧＩ＿ＳＺ）、
当該光ディスク、通称、デジタルバーサタイルディスク（デジタル多用途ディスク：以下
、単にＤＶＤと称する。）の規格に関するバージョン番号（ＶＥＲＮ）及びビデオマネー
ジャー７１のカテゴリー（ＶＭＧ＿ＣＡＴ）が記載されている。
【００４２】
　ここで、ビデオマネージャー７１のカテゴリー（ＶＭＧ＿ＣＡＴ）には、このＤＶＤビ
デオデイレクトリーがコピーを禁止であるか否かのフラグ等が記載される。また、このテ
ーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７８には、ボリュームセットの識別子（ＶＬＭＳ＿ＩＤ）、
ビデオタイトルセットの数（ＶＴＳ＿Ｎｓ）、このディスクに記録されるデータの供給者
の識別子（ＰＶＲ＿ＩＤ）、ビデオマネージャーメニューの為のビデオオブジェクトセッ
ト（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６のスタートアドレス（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ＿ＳＡ）、ボリ
ュームマネージャー情報の管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７８の終了アドレス（ＶＭ
ＧＩ＿ＭＡＴ＿ＥＡ）、タイトルサーチポインタテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）７９のスタ
ートアドレス（ＴＴ＿ＳＲＰＴ＿ＳＡ）が記載されている。ＶＭＧメニューのビデオオブ
ジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）９５がない場合には、その開始アドレス（ＶＭＧ
Ｍ＿ＶＯＢＳ＿ＳＡ）には、“００００００００ｈ”が記載される。ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ７
８の終了アドレス（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ＿ＥＡ）は、ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ７８の先頭からの相
対的なバイト数で記述され、ＴＴ＿ＳＲＰＴ７９のスタートアドレス（ＴＴ＿ＳＲＰＴ＿
ＳＡ）は、ＶＭＧＩ７５の先頭の論理ブロックからの相対的な論理ブロック数で記載され
ている。
【００４３】
　更に、このテーブル７８には、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２の属性テーブル（
ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）８０のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ＿ＳＡ）がＶＭＧＩマネ
ージャーテーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７１の先頭バイトからの相対的なバイト数で記載
され、ビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）ビデオオブジェクトセット７６のビデオ
属性（ＶＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ）が記載されている。更にまた、このテーブル７８には、ビ
デオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）のオーディオストリームの数（ＶＭＧＭ＿ＡＳＴ
＿Ｎｓ）、ビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）のオーディオストリームの属性（Ｖ
ＭＧＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）、ビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）の副映像ストリー
ムの数（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）及びビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）の副
映像ストリームの属性（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）が記載されている。
【００４４】
　ビデオ属性（ＶＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ）には、図８に示されるようにビット番号ｂ８から
ビット番号ｂ１５にビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）のビデオオブジェクトセッ
ト７６ビデオの属性として圧縮モード、フレームレート、表示アスペクト比、及び表示モ
ードが記述され、ビット番号ｂ０からビット番号ｂ７は、予約として今後の為に空けられ
ている。ビット番号ｂ１５、ｂ１４に“００”が記述される場合には、ＭＰＥＧ－１の規
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格に基づいてビデオ圧縮モードでメニュー用ビデオデータが圧縮されていることを意味し
、ビット番号ｂ１５、ｂ１４に“０１”が記述される場合には、ＭＰＥＧ－２の規格に基
づいてビデオ圧縮モードでメニュー用ビデオデータが圧縮されていることを意味し、他の
記述は、予約として今後の為に空けられている。ビット番号ｂ１３、ｂ１２に“００”が
記述される場合には、メニュー用ビデオデータは、毎秒２９．２７フレームが再現される
フレームレート（２９．２７／Ｓ）を有する旨を意味している。即ち、ビット番号ｂ１３
、ｂ１２に“００”が記述される場合には、メニュー用ビデオデータは、ＮＴＳＣ方式が
採用されたＴＶシステム用のビデオデータであって、１フレームを水平走査周波数６０Ｈ
ｚ、走査線数５２５本で描くフレームレートを採用していることを意味している。また、
ビット番号ｂ１３、ｂ１２に”０１”が記述される場合には、メニュー用ビデオデータは
、毎秒２５フレームが再現されるフレームレート（２５／Ｓ）を有する旨を意味している
。即ち、ＰＡＬ方式が採用されたＴＶシステム用のビデオデータであって、１フレームを
周波数５０Ｈｚ、走査線数６２５本で描くフレームレートを採用していることを意味して
いる。ビット番号ｂ１３、ｂ１５の他の記述は、予約として今後の為に空けられている。
【００４５】
　更に、ビット番号ｂ１１、ｂ１０に“００”が記述される場合には、メニュー用ビデオ
データは、表示のアスペクト比（縦／横比）が３／４であることを意味し、また、ビット
番号ｂ１１、ｂ１０に“１１”が記述される場合には、メニュー用ビデオデータは、表示
のアスペクト比（縦／横比）が９／１６であることを意味し、他の記述は、予約として今
後の為に空けられている。
【００４６】
　更に、表示のアスペクト比が３／４である場合、即ち、ビット番号ｂ１１、ｂ１０に”
００”が記述される場合においては、ビット番号ｂ９、ｂ８には、”１１”が記述される
。表示のアスペクト比が９／１６である場合、即ち、ビット番号ｂ１１、ｂ１０に”１１
”が記述される場合においては、メニュー用ビデオデータをパンスキャン及び／又はレタ
ーボックスで表示することを許可しているか否かが記載される。即ち、ビット番号ｂ９、
ｂ８に“００”が記述される場合には、パンスキャン及びレターボックスの両者の何れで
も表示することを許可する旨を意味し、ビット番号ｂ９、ｂ８に“０１”が記述される場
合には、パンスキャンで表示することを許可するが、レターボックスでの表示を禁止する
旨を意味している。また、ビット番号ｂ９、ｂ８に“１０”が記述される場合には、パン
スキャンでの表示を禁止するが、レターボックスで表示を許可する旨を意味している。ビ
ット番号ｂ９、ｂ８に“１１”が記述される場合には、特に特定しない旨を意味している
。
【００４７】
　上述した光ディスクに記録されたビデオデータとＴＶモニター６上の再生スクリ－ン画
像との関係が図９に示されている。ビデオデータに関しては、上述した属性情報としてビ
ット番号ｂ１１、ｂ１０に表示アスペクト比及びビット番号ｂ９、ｂ８に表示モードが記
述されていることから、図９に示されるような表示がなされる。本来の表示アスペクト比
（ビット番号ｂ１１、ｂ１０が“００”）が３／４の画像データは、そのままの状態で圧
縮されて記録されている。即ち、図９に示すように中心に円が描かれ、その周囲に４つの
小円が配置された画像データは、表示モードがノーマル（ビット番号ｂ９、ｂ８が“００
”）、パンスキャン（ビット番号ｂ９、ｂ８が“０１”）及びレターボックス（ビット番
号ｂ９、ｂ８が”１０”）のいずれ場合にあっても、ＴＶアスペクト比３／４を有するＴ
Ｖモニター６に表示形態を変えることなくそのまま中心に円が描かれ、その周囲に４つの
小円が配置された画像として表示される。また、その画像データは、ＴＶアスペクト比９
／１６を有するＴＶモニター６にあっても表示形態を変えることなくそのまま中心に円が
描かれ、その周囲に４つの小円が配置された画像として表示され、ＴＶモニター６のスク
リ－ン上の両側部に画像の表示されない領域が生じるにすぎない。
【００４８】
　これに対して、表示アスペクト比（ビット番号ｂ１１、ｂ１０が“１１”）が９／１６
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の画像データは、アスペクト比３／４を有するように縦長な表示に変形した状態で圧縮さ
れて記録されている。即ち、本来、中心に円が描かれ、その周囲に４つの小円が配置され
、その小円の外側に小円が配置された大きな１つの円及び８つの小円を有する９／１６の
表示アスペクト比を有する画像は、全ての円が縦長な表示に変形したデータとして圧縮さ
れて記録されている。従って、表示モードがノーマル（ビット番号ｂ９、ｂ８が”００”
）では、ＴＶアスペクト比３／４を有するＴＶモニター６に表示形態を変えることなくそ
のまま中心に縦長な円が描かれ、その周囲に４つの縦長の小円が配置され、その小円の外
側に縦長の小円が配置された大きな１つの円及び８つの小円を有する画像として表示され
る。これに対して、表示モードがパンスキャン（ビット番号ｂ９、ｂ８が”０１”）にあ
っては、円の形状は、縦長とならず、本来の円として描かれるが、画面の周囲がトリミン
グされて小円の外側の小円がカットされ、中心に円が描かれ、その周囲に４つの小円が配
置された画像としてＴＶアスペクト比３／４を有するＴＶモニター６に表示される。また
、表示モードがレターボックス（ビット番号ｂ９、ｂ８が”１０”）にあっては、アスペ
クト比が変わらないことから、円の形状は、縦長とならず、本来の円として描かれ、全て
の画面、即ち、１つの大円及び８つの小円が表示されるが、スクリ－ン上の上下領域には
、画像が表示されない状態でＴＶアスペクト比３／４を有するＴＶモニター６に表示され
る。当然のことながら、ＴＶアスペクト比９／１６を有するＴＶモニター６には、画像デ
ータの表示アスペクト比（ビット番号ｂ１１、ｂ１０が”１１”）に一致する為、そのま
ま中心に正常な円が描かれ、その周囲に４つの正常な小円が配置され、その小円の外側に
同様に正常な小円が配置された大きな１つの円及び８つの小円を有する画像として表示さ
れる。
【００４９】
　上述したように表示アスペクト比（ビット番号ｂ１１、ｂ１０が”１１”）が９／１６
の画像データをＴＶアスペクト比３／４を有するＴＶモニター６に表示する場合には、ス
クリ－ン上の上下領域には、画像が表示されない部分が生じるが、この部分は、１フレー
ムを水平走査周波数６０Ｈｚで走査線数５２５本で描くフレームレート（ビット番号ｂ１
３、ｂ１２に”０１”が記述される。）場合には、図１０Ａに示すように上下７２本の水
平走査線が黒（Ｙ＝１６，Ｕ＝Ｖ＝１２８）を描くこととなり、黒として表示される。ま
た、１フレームを周波数５０Ｈｚ、走査線数６２５本で描くフレームレート（ビット番号
ｂ１３、ｂ１２に”００”が記述される。）場合には、この部分は、図１０Ａに示すよう
に上下６０本の水平走査線が黒（Ｙ＝１６，Ｕ＝Ｖ＝１２８）を描くこととなり、同様に
黒として表示される。
【００５０】
　再び、図７に示したテーブルの内容について説明する。ビデオマネージャーメニュー（
ＶＭＧＭ）のオーディオストリームの属性（ＶＭＧＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には、図１１に
示されるようにビット番号ｂ６３からビット番号ｂ４８にオーディオコーディングモード
、オーディオタイプ、オーディオのアプリケーションＩＤ、量子化、サンプリング周波数
及びオーディオチャネルの数が記述され、ビット番号ｂ４７からビット番号ｂ０は、今後
の為に予約として空けられている。ＶＭＧＭビデオオブジェクトセット７６がない場合、
或いは、そのビデオオブジェクトセットにオーディオストリームがない場合には、ビット
番号ｂ６３からビット番号ｂ０の各ビットに“０”が記述される。オーディオコーディン
グモードは、ビット番号ｂ６３からビット番号ｂ６１に記述されている。このオーディオ
コーディングモードに“０００”が記述される場合には、ドルビーＡＣ－３ (Dolby Labra
tories Licensing Corporationの商標）でオーディオデータがコード化されていることを
意味し、オーディオコーディングモードに“０１０”が記述される場合には、拡張ビット
ストリーム無しにＭＰＥＧ－１或いはＭＰＥＧ－２でオーディオデータが圧縮されている
ことを意味している。また、オーディオコーディングモードに“０１１”が記述される場
合には、拡張ビットストリームを備えてＭＰＥＧ－２でオーディオデータが圧縮されてい
ることを意味し、オーディオコーディングモードに“１００”が記述される場合には、リ
ニアＰＣＭでオーディオデータがコード化されていることを意味している。オーディオデ
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ータについては、他の記述は、今後の為の予約とされている。ビデオデータの属性におい
て、１フレームを水平走査周波数６０Ｈｚで走査線数５２５本で描くフレームレート（Ｖ
ＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲにおいてビット番号ｂ１３、ｂ１２に“００”が記述される。）場合
には、ドルビーＡＣ－３（ビット番号ｂ６３、ｂ６２、ｂ６１が”０００”）或いは、リ
ニアＰＣＭ（ビット番号ｂ６３、ｂ６２、ｂ６１が“１００”）が設定されるべきである
とされている。また、ビデオデータの属性において、１フレームを周波数５０Ｈｚで走査
線数６２５本で描くフレームレート（ＶＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲにおいてビットビット番号ｂ
１３、ｂ１２に“００”が記述される。）場合には、ＭＰＥＧ－１、ＭＰＥＧ－２（ビッ
ト番号ｂ６３、ｂ６２、ｂ６１が“０１０”又は“０１１”）或いは、リニアＰＣＭ（ビ
ット番号ｂ６３、ｂ６２、ｂ６１が“１００”）が設定されるべきであるとされている。
【００５１】
　オーディオタイプは、ビット番号ｂ５９及びｂ５８に記述され、特定しない場合には、
“００”が記述され、その他は予約とされている。また、オーディオの応用分野のＩＤは
、ビット番号ｂ５７及びｂ５６に記述され、特定しない場合には、“００”が記述され、
その他は予約とされている。更に、オーディオデータの量子化に関しては、ビット番号ｂ
５５及びｂ５４に記述され、ビット番号ｂ５５、ｂ５４が“００”の場合は、１６ビット
で量子化されたオーディオデータであることを意味し、ビット番号ｂ５５、ｂ５４が“０
１”の場合は、２０ビットで量子化されたオーディオデータであることを意味し、ビット
番号ｂ５５、ｂ５４が“１０”の場合は、２４ビットで量子化されたオーディオデータで
あることを意味し、ビット番号ｂ５５、ｂ５４が“１１”の場合は、特定せずとされてい
る。ここで、オーディオコーディングモードがリニアＰＣＭ（ビット番号ｂ６３、ｂ６２
、ｂ６１が”１００”）に設定されている場合には、量子化を特定せず（ビット番号ｂ５
５、ｂ５４が“１１”）が記述される。オーディオデータのサンプリング周波数Ｆｓに関
しては、ビット番号ｂ５３及びｂ５２に記述され、サンプリング周波数Ｆｓが４８ｋＨｚ
である場合には、”００”が記述され、サンプリング周波数Ｆｓが９６ｋＨｚである場合
には、”０１”が記述され、その他は予約とされている。
【００５２】
　オーディオチャネル数に関しては、ビット番号ｂ５０からｂ４８に記述され、ビット番
号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が‘０００”である場合には、１チャンネル（モノラル）であ
ることを意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が”０００１“である場合には、２
チャンネル（ステレオ）であることを意味している。また、ビット番号ｂ５０、ｂ４９、
ｂ４８が”０１０“である場合には、３チャンネルであることを意味し、ビット番号ｂ５
０、ｂ４９、ｂ４８が”０１１“である場合には、４チャンネルであることを意味し、ビ
ット番号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が”１００“である場合には、５チャンネルであること
を意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が”１０１“である場合には、６チャンネ
ルであることを意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が”１１０“である場合には
、７チャンネルであることを意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が”１１１“で
ある場合には、８チャンネルであることを意味している。
【００５３】
　図７に示したテーブルのビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）の副映像ストリーム
の属性（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）には、図１２に示すようにビット番号ｂ４７から
ビット番号ｂ４０に副映像コード化モード、副映像表示タイプ、副映像タイプが記述され
ている。副映像コード化モードの記述としてビット番号ｂ４７、ｂ４６、ｂ４５に“００
０”が記述される場合には、副映像データが２ビット／ピクセルタイプの規格に基づいて
ランレングス圧縮されている旨が記載され、副映像コード化モードの記述としてビット番
号ｂ４７、ｂ４６、ｂ４５に“００１”が記述される場合には、副映像データが他の規格
に基づいてランレングス圧縮されている旨が記載され、他は予約とされている。
【００５４】
　副映像表示タイプは、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２に記述され、ＶＭＧＭ＿Ｖ＿
ＡＴＲ中の表示アスペクト比が３／４（ビット番号ｂ１１，ｂ１０が“００”）のとき、
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ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２には、“０００”が記述され、この属性情報は、使用
しない旨を意味している。また、ＶＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ中の表示アスペクト比が９／１６
（ビット番号ｂ１１，ｂ１０が“１１”）で、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２が“０
０１”の場合には、この副映像ストリームがワイド表示のみを許す旨を意味し、ビット番
号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２が“０１０”の場合には、この副映像ストリームがレターボッ
クス表示のみを許す旨を意味し、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２が“０１１”の場合
には、この副映像ストリームがこの副映像ストリームがワイド表示及びレターボックス表
示の両方を許す旨を意味し、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２が“１００”の場合には
、この副映像ストリームがこの副映像ストリームがパンスキャン表示のみを許す旨を意味
し、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２が“１１０”の場合には、この副映像ストリーム
がパンスキャン表示及びレターボックス表示の両方を許す旨を意味し、ビット番号ｂ４４
、ｂ４３、ｂ４２が“１１１”の場合には、この副映像ストリームがパンスキャン表示、
レターボックス表示及びワイド表示の全てを許す旨を意味している。更に、副映像タイプ
については、ビット番号ｂ４１、ｂ４０に記述され、ビット番号ｂ４１、ｂ４０が“００
”である場合には、特定せず、他は予約とされている。
【００５５】
　再び、図５に示す構造について説明する。図５に示すタイトルサーチポインタテーブル
（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）７９には、図１３に示すように始めにタイトルサーチポインタテーブ
ルの情報（ＴＳＰＴＩ）が記載され、次に入力番号１からｎ（ｎ≦９９）に対するタイト
ルサーチポインタ（ＴＴ＿ＳＲＰ）が必要な数だけ連続的に記載されている。この光ディ
スクのボリューム中に１タイトルの再生データ、例えば、１タイトルのビデオデータしか
格納されていない場合には、１つのタイトルサーチポインタ（ＴＴ＿ＳＲＰ）９３しかこ
のテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）７９に記載されない。
【００５６】
　タイトルサーチポインタテーブル情報（ＴＳＰＴＩ）９２には、図１４に示されるよう
にエントリープログラムチェーンの数（ＥＮ＿ＰＧＣ＿Ｎｓ）及びタイトルサーチポイン
タ（ＴＴ＿ＳＲＰ）９３の終了アドレス（ＴＴ＿ＳＲＰＴ＿ＥＡ）が記載されている。こ
のアドレス（ＴＴ＿ＳＲＰＴ＿ＥＡ）は、このタイトルサーチポインタテーブル（ＴＴ＿
ＳＲＰＴ）７９の先頭バイトからの相対的なバイト数で記載される。また、図１５に示す
ように各タイトルサーチポインタ（ＴＴ＿ＳＲＰ）には、ビデオタイトルセット番号（Ｖ
ＴＳＮ）、プログラムチェーン番号（ＰＧＣＮ）及びビデオタイトルセット７２のスター
トアドレス（ＶＴＳ＿ＳＡ）が記載されている。
【００５７】
　このタイトルサーチポインタ（ＴＴ＿ＳＲＰ）９３の内容によって再生されるビデオタ
イトルセット（ＶＴＳ）７２、また、プログラムチェーン（ＰＧＣ）が特定されるととも
にそのビデオタイトルセット７２の格納位置が特定される。ビデオタイトルセット７２の
スタートアドレス（ＶＴＳ＿ＳＡ）は、ビデオタイトルセット番号（ＶＴＳＮ）で指定さ
れるタイトルセットを論理ブロック数で記載される。
【００５８】
　ここで、プログラムチェーン８７とは、図１６に示すようにあるタイトルのストーリー
を再現するプログラム８９の集合と定義される。メニュー用のプログラムチェーンにあっ
ては、静止画或いは動画のプログラムが次々に再現されて１タイトルのメニューが完結さ
れることとなる。また、タイトルセット用のプログラムチェーンにあっては、プログラム
チェーンが複数プログラムから成るあるストーリーのある章が該当し、プログラムチェー
ンが連続して再現されることによってある１タイトルの映画が完結される。図１６に示さ
れるように各プログラム８９は、再生順序に配列された既に説明したセル８４の集合とし
て定義される。
【００５９】
　図５に示すようにビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２の属性情報を記述したビデオタ
イトルセット属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）８０は、ビデオタイトルセット属性テー
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ブル情報（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴＩ）６６、ｎ個のビデオタイトルセット属性サーチポインタ
（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＳＲＰ）６７及びｎ個のビデオタイトルセット属性（ＶＴＳ＿ＡＴＲ
）６８から構成され、その順序で記述されている。ビデオタイトルセット属性テーブル情
報（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴＩ）６６には、このテーブル８０の情報が記述され、ビデオタイト
ルセット属性サーチポインタ（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＳＲＰ）６７には、＃１から＃ｎまでの
タイトルセットに対応した順序で記述され、同様に＃１から＃ｎまでのタイトルセットに
対応した順序で記述されたビデオタイトルセット属性（ＶＴＳ＿ＡＴＲ）６８を検索する
ポインタに関する記述がされている。また、ビデオタイトルセット属性（ＶＴＳ＿ＡＴＲ
）６８の夫々には、対応するタイトルセット（ＶＴＳ）の属性が記述されている。
【００６０】
　より詳細には、ビデオタイトルセット属性テーブル情報（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴＩ）６６に
は、図１８に示すようにビデオタイトルの数がパラメータ（ＶＴＳ＿Ｎｓ）として記載さ
れ、また、ビデオタイトルセット属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）８０の終了アドレス
がパラメータ（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ＿ＥＡ）として記載されている。また、図１９に示すよ
うに各ビデオタイトルセット属性サーチポインタ（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＳＲＰ）６７には、
対応するビデオタイトルセット属性（ＶＴＳ＿ＡＴＲ）６８の開始アドレスがパラメータ
（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＳＡ）として記述されている。更に、ビデオタイトルセット属性（Ｖ
ＴＳ＿ＡＴＲ）６８には、図２０に示すようにこのビデオタイトルセット属性（ＶＴＳ＿
ＡＴＲ）６８の終了アドレスがパラメータ（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＥＡ）として記述され、対
応するビデオタイトルセットのカテゴリーがパラメータ（ＶＴＳ＿ＣＡＴ）として記述さ
れている。更にまた、ビデオタイトルセット属性（ＶＴＳ＿ＡＴＲ）６８には、対応する
ビデオタイトルセットの属性情報がパラメータ（ＶＴＳ＿ＡＴＲＩ）として記述されてい
る。このビデオタイトルセットの属性情報は、後に図２１及び図２２を参照して説明する
ビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳ＿ＭＡＴ）に記述されるビデオタイトル
セットの属性情報と同一内容が記述されるため、その説明は、省略する。
【００６１】
　次に、図４に示されたビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２の論理フォーマットの構造
について図２１を参照して説明する。各ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２には、図２
１に示すようにその記載順に４つの項目９４、９５、９６、９７が記載されている。また
、各ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２は、共通の属性を有する１又はそれ以上のビデ
オタイトルから構成され、このビデオタイトル７２についての管理情報、例えば、ビデオ
オブジェクトセット９６を再生する為の情報、タイトルセットメニュー（ＶＴＳＭ）を再
生する為の情報及びビデオオブジェクトセット７２の属性情報がビデオタイトルセット情
報（ＶＴＳＩ）に記載されている。
【００６２】
　このビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）９４のバックアップ９７がビデオタイトル
セット（ＶＴＳ）７２に設けられている。ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）９４と
この情報のバックアップ（ＶＴＳＩ＿ＢＵＰ）９７との間には、ビデオタイトルセットメ
ニュー用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５及びビデオタイトルセ
ットタイトル用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ）９６が配置されて
いる。いずれのビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ及びＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢ
Ｓ）９５、９６は、既に説明したように図６に示す構造を有している。
【００６３】
　ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）９４、この情報のバックアップ（ＶＴＳＩ＿Ｂ
ＵＰ）９７及びビデオタイトルセットタイトル用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴ
Ｔ＿ＶＯＢＳ）９６は、ビデオタイトルセット７２にとって必須の項目とされ、ビデオタ
イトルセットメニュー用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５は、必
要に応じて設けられるオプションとされている。
【００６４】
　ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）９４は、図２１に示すように７つのテーブル９
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８、９９、１００、１０１、１１１、１１２、１１３から構成され、この７つのテーブル
９８、９９、１００、１０１、１１１、１１２、１１３は、論理セクタ間の境界に一致さ
れている。第１のテーブルであるビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿Ｍ
ＡＴ）９８は、必須のテーブルであってビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２のサイズ、
ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２中の各情報の開始アドレス及びビデオタイトルセッ
ト（ＶＴＳ）７２中のビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）８２の属性が記述されてい
る。
【００６５】
　第２のテーブルであるビデオタイトルセットパートオブタイトルサーチポインタテーブ
ル（ＶＴＳ＿ＰＴＴ＿ＳＲＰＴ）は、必須のテーブルであってユーザーが装置のキー操作
／表示部４から入力した番号に応じて選定可能なビデオタイトルの部分、即ち、選定可能
な当該ビデオタイトルセット７２中に含まれるプログラムチェーン（ＰＧＣ）及び又はプ
ログラム（ＰＧ）が記載されている。ユーザは、光ディスク１０の配布とともにパンフレ
ットに記載した入力番号中から任意の番号をキー操作／表示部４で指定すると、その入力
番号に応じたストーリー中の部分からビデオを鑑賞することができる。この選択可能なタ
イトルのパートは、タイトル提供者が任意に定めることができる。
【００６６】
　第３のテーブルであるビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ
＿ＰＧＣＩＴ）１００は、必須のテーブルであってＶＴＳのプログラムチェーンに関する
情報、即ち、ＶＴＳプログラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）を記述している。
【００６７】
　第４のテーブルであるビデオタイトルセットメニューＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＴ
ＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）１１１は、ビデオタイトルセットメニュー用のビデオオブジェク
トセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５が設けられる場合には、必須項目とされ、各言語毎
に設けられたビデオタイトルセットメニュー（ＶＴＳＭ）を再現するためのプログラムチ
ェーンについての情報が記述されている。このビデオタイトルセットメニューＰＧＣＩユ
ニットテーブル（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）１１１を参照することによってビデオオブ
ジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５中の指定した言語のプログラムチェーンを獲
得してメニューとして再現することができる。
【００６８】
　第５のテーブルであるビデオタイトルセットタイムサーチマップテーブル（ＶＴＳ＿Ｍ
ＡＰＴ）１０１は、必要に応じて設けられるオプションのテーブルであって再生表示の一
定時間に対するこのマップテーブル（ＶＴＳ＿ＭＡＰＴ）１０１が属するタイトルセット
７２の各プログラムチェーン（ＰＧＣ）内のビデオデータの記録位置に関する情報が記述
されている。
【００６９】
　第６のテーブルであるビデオタイトルセットセルアドレステーブル（ＶＴＳ＿Ｃ＿ＡＤ
Ｔ）１１２は、必須項目とされ、図６を参照して説明したように全てのビデオオブジェク
ト８３を構成する各セル８４のアドレス或いは、セルを構成するセルピースのアドレスが
ビデオオブジェクトの識別番号の順序で記載されている。ここで、セルピースとは、セル
を構成するピースであって、このセルピースを基準にインタリーブ処理されてセルがビデ
オオブジェクト８３中に配列される。
【００７０】
　第７のテーブルであるビデオタイトルセットビデオオブジェクトユニットアドレスマッ
プ（ＶＴＳ＿ＶＯＢＵ＿ＡＤＭＡＰ）１１３は、必須項目とされ、ビデオタイトルセット
中のビデオオブジェクトユニット８５のスタートアドレスが全てその配列順序で記載され
ている。
【００７１】
　次に、図２１に示したビデオタイトル情報マネージャーテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）
９８及びビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）
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１００について図２２から図３４を参照して説明する。
【００７２】
　図２２は、ビデオタイトル情報マネージャーテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８の記述
内容を示している。このテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８には、記載順にビデオタイト
ルセット識別子（ＶＴＳ＿ＩＤ）、ビデオタイトルセット７２のサイズ（ＶＴＳ＿ＳＺ）
、このＤＶＤビデオ規格のバージョン番号（ＶＥＲＮ）、ビデオタイトルセット７２のカ
テゴリー（ＶＴＳ＿ＣＡＴ）が記載されるとともにこのビデオタイトル情報マネージャー
テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８の終了アドレス（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ＿ＥＡ）が記載さ
れている。また、このテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８には、ＶＴＳメニュー（ＶＴＳ
Ｍ）のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５の開始アドレス（ＶＴＳＭ
＿ＶＯＢＳ＿ＳＡ）及びビデオタイトルセット（ＶＴＳ）におけるタイトルの為のビデオ
オブジェクトのスタートアドレス（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢ＿ＳＡ）の開始アドレスが記述さ
れている。ＶＴＳメニュー（ＶＴＳＭ）のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢ
Ｓ）９５がない場合には、その開始アドレス（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ＿ＳＡ）には、“００
００００００ｈ”が記載される。ＶＴＳＩ＿ＭＡＴの終了アドレス（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ＿
ＥＡ）は、ビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９４の先頭バイ
トからの相対バイト数で記載され、ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳの開始アドレス（ＶＴＳＭ＿ＶＯ
ＢＳ＿ＳＡ）及びＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢの開始アドレス（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢ＿ＳＡ）は、
このビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２の先頭論理ブロックからの相対論理ブロック数
（ＲＬＢＮ）で記述される。
【００７３】
　更に、このテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８には、ビデオタイトルセットパートオブ
タイトルサーチポインタテーブル（ＶＴＳ＿ＰＴＴ＿ＳＲＰＴ）９９のスタートアドレス
（ＶＴＳ＿ＰＴＴ＿ＳＲＰＴ＿ＳＡ）がビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）９４の先
頭論理ブロックからの相対ブロック数で記載されている。また、このテーブル（ＶＴＳＩ
＿ＭＡＴ）９８には、ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ＿
ＰＧＣＩＴ）１００のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＡ）及びビデオタイト
ルセットメニュー用のＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）１１１のス
タートアドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ＿ＳＡ）がビデオタイトルセット情報（ＶＴＳ
Ｉ）９４の先頭論理ブロックからの相対ブロック数で記載され、ビデオタイトルセット（
ＶＴＳ）のタイムサーチマップテーブル（ＶＴＳ＿ＭＡＰＴ）１０１のスタートアドレス
（ＶＴＳ＿ＭＡＰＴ＿ＳＡ）がこのビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２の先頭論理セク
タからの相対論理セクタで記述される。同様に、ＶＴＳアドレステーブル（ＶＴＳ＿Ｃ＿
ＡＤＴ）１１２及びＶＴＳ＿ＶＯＢＵのアドレスマップ（ＶＴＳ＿ＶＯＢＵ＿ＡＤＭＡＰ
）１１３がこのビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２の先頭論理セクタからの相対論理セ
クタで記述される。
【００７４】
　このテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８には、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２中
のビデオタイトルセットメニュー（ＶＴＳＭ）の為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳ
Ｍ＿ＶＯＢＳ）９５のビデオ属性（ＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ）、オーディオストリーム数（
ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ）並びにそのオーディオストリーム属性（ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿Ａ
ＴＲ）、副映像ストリーム数（ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）及びその副映像ストリーム属
性（ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）が記述されている。同様にこのテーブル（ＶＴＳＩ＿
ＭＡＴ）９８には、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２中のビデオタイトルセット（Ｖ
ＴＳ）のタイトル（ＶＴＳＴＴ）の為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴ＿ＶＯＢＳ
）９６のビデオ属性（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）、オーディオストリーム数（ＶＴＳ＿ＡＳＴ
＿Ｎｓ）並びにそのオーディオストリーム属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）、副映像スト
リーム数（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）及びその副映像ストリーム属性（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ
＿ＡＴＲ）が記述されている。更に、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）のマルチチャンネ
ルオーディオストリームの属性（ＶＴＳ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）がこのテーブル（ＶＴ
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ＳＩ＿ＭＡＴ）９８に記述されている。
【００７５】
　図２２に記述したビデオ属性、オーディオストリーム属性及び副映像ストリーム属性に
関して次に詳述する。ＶＴＳＭの為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）
９５のビデオ属性（ＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ）及びビデオタイトルセットタイトル（ＶＴＳ
ＴＴ）の為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ）９６のビデオ属性（Ｖ
ＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）には、既に図８、図９及び図１０Ａ，１０Ｂを参照して説明したビデ
オマネージャーメニュー用ビデオオブジェクト（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）のビデオ属性（Ｖ
ＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ）と同様の属性情報が記述されている。即ち、ビデオ属性（ＶＴＳＭ
＿Ｖ＿ＡＴＲ）及び（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）には、図８に示されるようにビット番号ｂ８
からビット番号ｂ１５にビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）のビデオオブジェクト
セット７６ビデオの属性として圧縮モード、フレームレート、表示アスペクト比、及び表
示モードが記述され、ビット番号ｂ０からビット番号ｂ７は、予約として今後の為に空け
られている。ビット番号ｂ１５、ｂ１４に“００”が記述される場合には、ＭＰＥＧ－１
の規格に基づいてビデオ圧縮モードでメニュー用ビデオデータが圧縮されていることを意
味し、ビット番号ｂ１５、ｂ１４に”０１”が記述される場合には、ＭＰＥＧ－２の規格
に基づいてビデオ圧縮モードでメニュー用ビデオデータが圧縮されていることを意味し、
他の記述は、予約として今後の為に空けられている。ビット番号ｂ１３、ｂ１２に“００
”が記述される場合には、メニュー用ビデオデータは、毎秒２９．２７フレームが再現さ
れるフレームレート（２９．２７／Ｓ）を有する旨を意味している。即ち、ビット番号ｂ
１３、ｂ１２に”００”が記述される場合には、メニュー用ビデオデータは、ＮＴＳＣ方
式が採用されたＴＶシステム用のビデオデータであって、１フレームを水平走査周波数６
０Ｈｚ、走査線数５２５本で描くフレームレートを採用していることを意味している。ま
た、ビット番号ｂ１３、ｂ１２に”０１”が記述される場合には、メニュー用ビデオデー
タは、毎秒２５フレームが再現されるフレームレート（２５／Ｓ）を有する旨を意味して
いる。即ち、ＰＡＬ方式が採用されたＴＶシステム用のビデオデータであって、１フレー
ムを周波数５０Ｈｚで走査線数６２５本で描くフレームレートを採用していることを意味
している。ビット番号ｂ１３、ｂ１５の他の記述は、予約として今後の為に空けられてい
る。
【００７６】
　更に、ビット番号ｂ１１、ｂ１０に”００”が記述される場合には、メニュー用ビデオ
データは、表示のアスペクト比（縦／横比）が３／４であることを意味し、また、ビット
番号ｂ１１、ｂ１０に”１１”が記述される場合には、メニュー用ビデオデータは、表示
のアスペクト比（縦／横比）が９／１６であることを意味し、他の記述は、予約として今
後の為に空けられている。
【００７７】
　更に、表示のアスペクト比が３／４である場合、即ち、ビット番号ｂ１１、ｂ１０に”
００”が記述される場合においては、ビット番号ｂ９、ｂ８には、”１１”が記述される
。表示のアスペクト比が９／１６である場合、即ち、ビット番号ｂ１１、ｂ１０に”１１
”が記述される場合においては、メニュー用ビデオデータをパンスキャン及び／又はレタ
ーボックスで表示することを許可しているか否かが記載される。即ち、ビット番号ｂ９、
ｂ８に”００”が記述される場合には、パンスキャン及びレターボックスの両者の何れで
も表示することを許可する旨を意味し、ビット番号ｂ９、ｂ８に”０１”が記述される場
合には、パンスキャンで表示することを許可するが、レターボックスでの表示を禁止する
旨を意味している。また、ビット番号ｂ９、ｂ８に”１０”が記述される場合には、パン
スキャンでの表示を禁止するが、レターボックスで表示を許可する旨を意味している。ビ
ット番号ｂ９、ｂ８に”１１”が記述される場合には、特に特定しない旨を意味している
。上述した光ディスクに記録されたビデオデータとＴＶモニター６上の再生スクリ－ン画
像との関係は、図９及び図１０Ａ、１０Ｂを参照した説明と同一であるのでその説明は省
略する。
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【００７８】
　また、ＶＴＳＭの為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５のオーデ
ィオストリーム属性（ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）及びビデオタイトルセットタイトル（
ＶＴＳＴＴ）の為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴ＿ＶＯＢＳ）９６のオーディオ
ストリーム属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には、既に図１１を参照して説明したビデオ
マネージャーメニュー用ビデオオブジェクト（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）のオーディオストリ
ーム属性（ＶＭＧＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）と略同様の属性情報が記述されている。即ち、Ｖ
ＴＳメニュー用ビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５のオーディオスト
リームの属性（ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には、図２３に示されるようにビット番号ｂ
６３からビット番号ｂ４８にオーディオコーディングモード、オーディオタイプ、オーデ
ィオのアプリケーションＩＤ、量子化、サンプリング周波数、及びオーディオチャネルの
数が記述され、ビット番号ｂ４７からビット番号ｂ０は、今後の為に予約として空けられ
ている。ビデオタイトルセットタイトル（ＶＴＳＴ）のオーディオストリームの属性（Ｖ
ＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には、図２３に示されるようにビット番号ｂ６３からビット番号
ｂ４８にオーディオコーディングモード、マルチチャンネルの拡張、オーディオタイプ、
オーディオのアプリケーションＩＤ、量子化、サンプリング周波数、予約、及びオーディ
オチャネルの数が記述され、ビット番号ｂ４７からビット番号ｂ４０及びビット番号ｂ３
９からビット番号ｂ３２には、特定コードが記述され、ビット番号ｂ３１からビット番号
ｂ２４には、特定コードの為の予約が設けられている。また、ビット番号ｂ２３からビッ
ト番号ｂ８は、今後の為に予約として空けられ、ビット番号ｂ８からビット番号ｂ０には
、応用情報が記述されている。ここで、ＶＴＳメニュー用ビデオオブジェクトセット（Ｖ
ＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５がない場合、或いは、そのビデオオブジェクトセットにオーディ
オストリームがない場合には、ビット番号ｂ６３からビット番号ｂ０の各ビットに“０”
が記述される。
【００７９】
　ＶＴＳＭ及びＶＴＳＴのオーディオストリームの属性（ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ，Ｖ
ＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）のいずれにおいてもオーディオコーディングモードは、ビット番
号ｂ６３、ｂ６２、ｂ６１に記述されている。このオーディオコーディングモードに“０
００”が記述される場合には、ドルビーＡＣ－３でオーディオデータがコード化されてい
ることを意味し、オーディオコーディングモードに“０１０”が記述される場合には、拡
張ビットストリーム無しにＭＰＥＧ－１或いはＭＰＥＧ－２でオーディオデータが圧縮さ
れていることを意味している。また、オーディオコーディングモードに“０１１”が記述
される場合には、拡張ビットストリームを備えてＭＰＥＧ－２でオーディオデータが圧縮
されていることを意味し、オーディオコーディングモードに“１００”が記述される場合
には、リニアＰＣＭでオーディオデータがコード化されていることを意味している。オー
ディオデータについては、他の記述は、今後の為の予約とされている。ビデオデータの属
性において、１フレームを水平走査周波数６０Ｈｚで走査線数５２５本で描くフレームレ
ート（ＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ及びＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲにおいてビット番号ｂ１３、ｂ１２
に”００”が記述される。）場合には、ドルビーＡＣ－３（ビット番号ｂ６３、ｂ６２、
ｂ６１が”０００”）或いは、リニアＰＣＭ（ビット番号ｂ６３、ｂ６２、ｂ６１が”１
００”）が設定されるべきであるとされている。また、ビデオデータの属性において、１
フレームを周波数５０Ｈｚで走査線数６２５本で描くフレームレート（ＶＴＳＭ＿Ｖ＿Ａ
ＴＲ及びＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲにおいてビット番号ｂ１３、ｂ１２に“００”が記述される
。）場合には、ＭＰＥＧ－１、ＭＰＥＧ－２（ビット番号ｂ６３、ｂ６２、ｂ６１が“０
１０”又は”０１１”）或いは、リニアＰＣＭ（ビット番号ｂ６３、ｂ６２、ｂ６１が“
１００”）が設定されるべきであるとされている。ＶＴＳＴのオーディオストリームの属
性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）のオーディオコーディングモードにおいてビット番号ｂ６
０には、マルチチャンネルの拡張が記述されるが、このビット番号ｂ６０が“０”である
場合には、オーディオストリームに関係したＶＴＳのマルチチャンネルオーディオストリ
ーム属性（ＶＴＳ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）が無効である旨を意味し、このビット番号ｂ
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６０が“１”である場合には、オーディオストリームに関係したＶＴＳのマルチチャンネ
ルオーディオストリーム属性（ＶＴＳ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）にリンクさせる旨を意味
している。
【００８０】
　オーディオタイプは、ビット番号ｂ５９及びｂ５８に記述され、特定しない場合には、
“００”が記述され、言語、即ち、人の音声である場合には、“０１”が記述され、その
他は予約とされている。また、オーディオの応用分野のＩＤは、ビット番号ｂ５７及びｂ
５６に記述され、特定しない場合には、“００”が記述され、カラオケの場合は、”０１
”が記述され、サラウンドの場合には、”１０”が記述され、その他は予約とされている
。更に、オーディオデータの量子化に関しては、ビット番号ｂ５５及びｂ５４に記述され
、ビット番号ｂ５５、ｂ５４が“００”の場合は、１６ビットで量子化されたオーディオ
データであることを意味し、ビット番号ｂ５５、ｂ５４が“０１”の場合は、２０ビット
で量子化されたオーディオデータであることを意味し、ビット番号ｂ５５、ｂ５４が“１
０”の場合は、２４ビットで量子化されたオーディオデータであることを意味し、ビット
番号ｂ５５、ｂ５４が“１１”の場合は、特定せずとされている。ここで、オーディオコ
ーディングモードがリニアＰＣＭ（ビット番号ｂ６３、ｂ６２、ｂ６１が“１００”）に
設定されている場合には、量子化を特定せず（ビット番号ｂ５５、ｂ５４が“１１”）が
記述される。オーディオデータのサンプリング周波数ｆｓに関しては、ビット番号ｂ５３
及びｂ５２に記述され、サンプリング周波数ｆｓが４８ｋＨｚである場合には、“００”
が記述され、サンプリング周波数ｆｓが９６ｋＨｚである場合には、“０１”が記述され
、その他は予約とされている。
【００８１】
　オーディオチャネル数に関しては、ビット番号ｂ５０からｂ４８に記述され、ビット番
号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が“０００”である場合には、１チャンネル（モノラル）であ
ることを意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が“０００１”である場合には、２
チャンネル（ステレオ）であることを意味している。また、ビット番号ｂ５０、ｂ４９、
ｂ４８が“０１０”である場合には、３チャンネルであることを意味し、ビット番号ｂ５
０、ｂ４９、ｂ４８が“０１１”である場合には、４チャンネルであることを意味し、ビ
ット番号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が“１００”である場合には、５チャンネルであること
を意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が“１０１”である場合には、６チャンネ
ルであることを意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が“１１０”である場合には
、７チャンネルであることを意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４９、ｂ４８が”１１１“で
ある場合には、８チャンネルであることを意味している。ここで、３チャネル以上がマル
チチャネルとされる。特定コードは、ｂ４７からｂ４０及びｂ３９からｂ３２に記載され
るが、ここには、オーディオストリームのタイプが言語、即ち、音声である場合には、Ｉ
ＳＯ－６３９で定められたその言語のコードが言語シンボルで記載される。オーディオス
トリームのタイプが言語、即ち、音声でない場合には、この領域は、予約とされる。
【００８２】
　ＶＴＳオーディオストリームの数（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ）は、０から８の間で設定さ
れる。この為、設定可能なストリーム数に対応して８個のＶＴＳオーディオストリームの
属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）が用意されている。即ち、ＶＴＳオーディオストリーム
＃０からＶＴＳオーディオストリーム＃７までのＶＴＳオーディオストリーム属性（ＶＴ
Ｓ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ）の領域が設けられ、ＶＴＳオーディオストリームが８個よりも少なく
、対応するオーディオストリームがない場合には、ないオーディオストリームに対応する
図２２に示すＶＴＳオーディオストリーム属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ）の記述は、全て
のビットが“０”となる。
【００８３】
　更に、ＶＴＳＭの為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５の副映像
ストリーム属性（ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）及びビデオタイトルセットタイトル（Ｖ
ＴＳＴＴ）の為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴ＿ＶＯＢＳ）９６の副映像ストリ
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ーム属性（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）には、既に図１１を参照して説明したビデオマネ
ージャーメニュー用ビデオオブジェクト（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）の副映像ストリーム属性
（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）と同様の属性情報が記述されている。即ち、ＶＴＳＭの
為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５の副映像ストリーム属性（Ｖ
ＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）においては、図１２に示すようにビット番号ｂ４７からビッ
ト番号４０に副映像コード化モード、副映像表示タイプ、副映像タイプが記述され、ビッ
ト番号ｂ３９からビット番号ｂ０が予約とされている。ＶＴＳＴＴの為のビデオオブジェ
クトセット（ＶＴＳＴ＿ＶＯＢＳ）９６の副映像ストリーム属性（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿Ａ
ＴＲ）においては、図１２に示すようにビット番号ｂ４７からビット番号Ｂ４０に副映像
コード化モード、副映像表示タイプ、副映像タイプが記述され、ビット番号ｂ３９からビ
ット番号ｂ３２及びにビット番号ｂ３１からビット番号ｂ２４に特定コードが記述され、
ビット番号ｂ２３からビット番号ｂ１６が特定コードの予約とされ、ビット番号ｂ１５か
らビット番号ｂ８が特定コードの拡張が記述されている。更に、ビット番号ｂ７からビッ
ト番号ｂ０は、予約とされている。
【００８４】
　副映像コード化モードの記述としてビット番号ｂ４７、ｂ４６、ｂ４５に“０００”が
記述される場合には、副映像データが２ビット／ピクセルタイプの規格に基づいてランレ
ングス圧縮されている旨が記載され、副映像コード化モードの記述としてビット番号ｂ４
７、ｂ４６、ｂ４５に“００１”が記述される場合には、副映像データが他の規格に基づ
いてランレングス圧縮されている旨が記載され、他は予約とされている。予約には、例え
ば、圧縮されていない副映像データである旨を示すＲｏｗの符号化方式である旨が記載さ
れても良い。
【００８５】
　副映像表示タイプは、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２に記述され、ＶＴＳＭ＿Ｖ＿
ＡＴＲ、或いは、ＶＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ中の表示アスペクト比が３／４（ビット番号ｂ１
１，ｂ１０が“００”）のとき、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２には、“０００”が
記述され、この属性情報は、使用しない旨を意味している。またＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ、
或いは、ＶＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ中の表示アスペクト比が９／１６（ビット番号ｂ１１，ｂ
１０が“１１”）で、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２が“００１”の場合には、この
副映像ストリームがワイド表示のみを許す旨を意味し、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４
２が“０１０”の場合には、この副映像ストリームがレターボックス表示のみを許す旨を
意味し、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２が“０１１”の場合には、この副映像ストリ
ームがこの副映像ストリームがワイド表示及びレターボックス表示の両方を許す旨を意味
し、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２が“１００”の場合には、この副映像ストリーム
がこの副映像ストリームがパンスキャン表示のみを許す旨を意味し、ビット番号ｂ４４、
ｂ４３、ｂ４２が“１１０”の場合には、この副映像ストリームがパンスキャン表示及び
レターボックス表示の両方を許す旨を意味し、ビット番号ｂ４４、ｂ４３、ｂ４２が“１
１１”の場合には、この副映像ストリームがパンスキャン表示、レターボックス表示及び
ワイド表示の全てを許す旨を意味している。更に、副映像タイプについては、ビット番号
ｂ４１、ｂ４０に記述され、ビット番号ｂ４１、ｂ４０が”００”である場合には、特定
せず、ビット番号ｂ４１、ｂ４０が”０１”である場合には、言語、即ち、字幕である旨
を意味している。ビット番号ｂ４１、ｂ４０の他記述は予約とされている。この予約の例
としては、絵柄等がある。
【００８６】
　ビット番号ｂ３９からビット番号ｂ３２及びにビット番号ｂ３１からビット番号ｂ２４
に特定コードが記載されるが、ここには、副映像ストリームのタイプが言語、字幕である
場合には、ＩＳＯ－６３９で定められたその言語のコードが言語シンボルで記載される。
副映像ストリームのタイプが言語でない場合には、この領域は、予約とされる。また、ビ
ット番号ｂ１５からビット番号ｂ８に記述される特定コードの拡張には、字幕のキャラク
タのタイプが記述される。このビット番号ｂ１５からビット番号ｂ８に”００ｈ”が記述
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される場合には、副映像ストリームのキャラクタが通常のキャラクタ或いは分類がない旨
を意味し、ビット番号ｂ１５からビット番号ｂ８に”０１ｈ”が記述される場合には、大
きなキャラクタである旨を意味し、他は、システムの予約、或いは、ビデオ提供者によっ
て定められる。
【００８７】
　ＶＴＳメニューの副映像数（ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）は、基本的には、１つである
が、０から３の間の数字に設定できる。この場合、ＶＴＳメニューの副映像の属性（ＶＴ
ＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）は、夫々が図１２のような記述を有する副映像のストリーム番
号＃０、ストリーム番号＃１、ストリーム番号＃２の順序で記述される。ＶＴＳメニュー
の副映像ストリーム数（ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）が３より小さい場合には、その存在
しないＶＴＳメニューの副映像ストリームに該当するＶＴＳメニューの副映像の属性（Ｖ
ＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）には、全てのビットに“０”が記述される。ＶＴＳの副映像
ストリーム数（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）は、０から３２の間の数字に設定できる。この
場合、ＶＴＳの副映像の属性（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）は、夫々が図１２のような記
述を有する副映像のストリーム番号＃０からストリーム番号＃３１の順序で記述される。
ＶＴＳの副映像ストリーム数（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）が３２より小さい場合には、そ
の存在しないＶＴＳの副映像ストリームに該当するＶＴＳの副映像の属性（ＶＴＳＭ＿Ｓ
ＰＳＴ＿ＡＴＲ）には、全てのビットに“０”が記述される。
【００８８】
　ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）のマルチチャンネルオーディオストリームの属性（Ｖ
ＴＳ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には、マルチチャネルオーディオストリーム＃０からマル
チチャネルオーディオストリーム＃７までの属性情報が記述されている。各マルチチャネ
ルオーディオストリーム属性（ＶＴＳ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には、オーディオチャネ
ルの内容（カラオケ或いはサラウンド等）、オーディオミキシングの方式等が記述される
。
【００８９】
　図２１に示されるＶＴＳプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）１０
０は、図２４に示すような構造を備えている。この情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）
１００には、ＶＴＳプログラムチェーン（ＶＴＳ＿ＰＧＣ）に関する情報（ＶＴＳ＿ＰＧ
ＣＩ）が記載され、始めの項目としてＶＴＳプログラムチェーン（ＶＴＳ＿ＰＧＣ）に関
する情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）１００の情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）１０
２が設けられている。この情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）１０２に続いてこの情報テー
ブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）１００には、この情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）１０
０中のＶＴＳプログラムチェーン（ＶＴＳ＿ＰＧＣ）の数（＃１から＃ｎ）だけＶＴＳプ
ログラムチェーン（ＶＴＳ＿ＰＧＣ）をサーチするＶＴＳ＿ＰＧＣＩサーチポインタ（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）１０３が設けられ、最後にＶＴＳプログラムチェーン（ＶＴ
Ｓ＿ＰＧＣ）に対応した数（＃１から＃ｎ）だけ各ＶＴＳプログラムチェーン（ＶＴＳ＿
ＰＧＣ）に関する情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）１０４が設けられている。
【００９０】
　ＶＴＳプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）１００の情報（ＶＴＳ
＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）１０２には、図２５に示されるようにＶＴＳプログラムチェーン（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣ）の数（ＶＴＳ＿ＰＧＣ＿Ｎｓ）が内容として記述され及びこのテーブル情
報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）１０２の終了アドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＥＡ）がこ
の情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）１００の先頭バイトからの相対的なバイト数で記
述されている。
【００９１】
　また、ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴサーチポインタ（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）１０３には
、図２６に示すようにビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２のプログラムチェーン（ＶＴ
Ｓ＿ＰＧＣ）の属性（ＶＴＳ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）及びこのＶＴＳ＿ＰＧＣ情報テーブル（
ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）１００の先頭バイトからの相対的バイト数でＶＴＳ＿ＰＧＣ情報（
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ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ＿ＳＡ）が記述されている。
ここで、ＶＴＳ＿ＰＧＣ属性（ＶＴＳ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）には、属性として例えば、最初
に再生されるエントリープログラムチェーン（エントリーＰＧＣ）か否かが記載される。
通常、エントリプログラムチェーン（ＰＧＣ）は、エントリープログラムチェーン（ＰＧ
Ｃ）でないプログラムチェーン（ＰＧＣ）に先だって記載される。
【００９２】
　ビデオタイトルセッ内のＰＧＣ情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）１０４には、図２７に示すよ
うに４つ項目が記載されている。このＰＧＣ情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）１０４には、始め
に必須項目のプログラムチェーン一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）１０５が記述され、これに続
いてビデオオブジェクトがある場合だけ必須の項目とされる少なくとも３つの項目１０６
、１０７、１０８が記載されている。即ち、その３つの項目としてプログラムチェーンプ
ログラムマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）１０６、セル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）
１０７及びセル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ）１０８がＰＧＣ情報（ＶＴＳ＿ＰＧ
ＣＩ）１０４に記載されている。
【００９３】
　プログラムチェーン一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）１０５には、図２８に示すようにプログ
ラムチェーン（ＰＧＣ）のカテゴリー（ＰＧＣＩ＿ＣＡＴ）、プログラムチェーン（ＰＧ
Ｃ）の内容（ＰＧＣ＿ＣＮＴ）及びプログラムチェーン（ＰＧＣ）の再生時間（ＰＧＣ＿
ＰＢ＿ＴＩＭＥ）が記載されている。ＰＧＣのカテゴリー（ＰＧＣＩ＿ＣＡＴ）には、当
該ＰＧＣのコピーが可能であるか否か及びこのＰＧＣ中のプログラムの再生が連続である
か或いはランダム再生であるか否か等が記載される。ＰＧＣの内容（ＰＧＣ＿ＣＮＴ）に
は、このプログラムチェーンの構成内容、即ち、プログラム数、セルの数等が記載される
。ＰＧＣの再生時間（ＰＧＣ＿ＰＢ＿ＴＩＭＥ）には、このＰＧＣ中のプログラムのトー
タル再生時間等が記載される。この再生時間は、再生手順には無関係に連続してＰＧＣ内
のプログラムを再生する場合のプログラムの再生時間が記述される。
【００９４】
　また、プログラムチェーン一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）１０５には、ＰＧＣ副映像ストリ
ーム制御（ＰＧＣ＿ＳＰＳＴ＿ＣＴＬ）、ＰＧＣオーディオストリーム制御（ＰＧＣ＿Ａ
ＳＴ＿ＣＴＬ）及びＰＧＣ副映像パレット（ＰＧＣ＿ＳＰ＿ＰＬＴ）が記載されている。
ＰＧＣ副映像ストリーム制御（ＰＧＣ＿ＳＰＳＴ＿ＣＴＬ）には、ＰＧＣで使用可能な副
映像数が記載され、ＰＧＣオーディオストリーム制御（ＰＧＣ＿ＡＳＴ＿ＣＴＬ）には、
同様にＰＧＣで使用可能なオーディオストリームの数が記載される。ＰＧＣ副映像パレッ
ト（ＰＧＣ＿ＳＰ＿ＰＬＴ）には、このＰＧＣの全ての副映像ストリームで使用する所定
数のカラーパレットのセットが記載される。
【００９５】
　更に、ＰＧＣ一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）１０５には、ＰＧＣプログラムマップ（ＰＧＣ
＿ＰＧＭＡＰ＿ＳＡ）のスタートアドレス（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ＿ＳＡ＿ＳＡ）、セル再
生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）１０７のスタートアドレス（Ｃ＿ＰＢＩＴ＿ＳＡ）及び
セル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ）１０８のスタートアドレス（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ＿
ＳＡ）が記載されている。いずれのスタートアドレス（Ｃ＿ＰＢＩＴ＿ＳＡ及びＣ＿ＰＯ
ＳＩＴ＿ＳＡ）もＶＴＳ＿ＰＧＣ情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）の先頭バイトからの相対的な
バイト数で記載される。
【００９６】
　プログラムチェーンプログラムマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）１０６は、図２９に示す
ようにＰＧＣ内のプログラムの構成を示すマップである。このマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡ
Ｐ）１０６には、図２９及び図３０に示すようにプログラムの開始セル番号であるエント
リーセル番号（ＥＣＥＬＬＮ）がセル番号の昇順に記述されている。また、エントリーセ
ル番号の記述順にプログラム番号が１から割り当てられている。従って、このマップ（Ｐ
ＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）１０６の最初のエントリーセル番号は、＃１でなければならないとさ
れている。
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【００９７】
　セル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）１０７は、ＰＧＣのセルの再生順序を定義して
いる。このセル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）１０７には、図３１に示すようにセル
再生情報（Ｃ＿ＰＢＩＴ）が連続して記載されている。基本的には、セルの再生は、その
セル番号の順序で再生される。セル再生情報（Ｃ＿ＰＢＩＴ）には、図３２に示されるよ
うに再生情報（Ｐ＿ＰＢＩ）としてセルカテゴリー（Ｃ＿ＣＡＴ）が記載される。このセ
ルカテゴリー（Ｃ＿ＣＡＴ）には、セルがセルブロック中のセルであるか、また、セルブ
ロック中のセルであれば最初のセルであるかを示すセルブロックモード、セルがブロック
中の一部ではない、或いは、アングルブロックであるかを示すセルブロックタイプ、シス
テムタイムクロック（ＳＴＣ）の再設定の要否を示すＳＴＣ不連続フラグが記載される。
ここで、セルブロックとは、ある特定のアングルのセルの集合として定義される。アング
ルの変更は、セルブロックを変更することによって実現される。即ち、野球を例にとれば
、外野からのシーンを撮影したアングルブロックから内野からのシーンを撮影したアング
ルブロックの変更がアングルの変更に相当する。
【００９８】
　また、このセルカテゴリー（Ｃ＿ＣＡＴ）には、セル内では連続して再生するか或いは
セル内の各ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）単位で静止するかを示すセル再生モ
ード、セルの再生の後に静止させるか否か或いはその静止時間を示すセルナビゲーション
制御が記載されている。
【００９９】
　また、図３２に示すようにセル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）１０７の再生情報（
Ｐ＿ＰＢＩ）は、ＰＧＣの全再生時間を記述したセル再生時間（Ｃ＿ＰＢＴＭ）を含んで
いる。アングルセルブロックがＰＧＣ中にある場合には、そのアングルセル番号１の再生
時間がそのアングルブロックの再生時間を表している。更に、セル再生情報テーブル（Ｃ
＿ＰＢＩＴ）１０７には、当該セルが記録されているビデオオブジェクトユニット（ＶＯ
ＢＵ）８５の先頭論理セクタからの相対的な論理セクタ数でセル中の先頭ビデオオブジェ
クトユニット（ＶＯＢＵ）８５のスタートアドレス（Ｃ＿ＦＶＯＢＵ＿ＳＡ）が記載され
、また、当該セルが記録されているビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）８５の先頭
論理セクタからの相対的な論理セクタ数でセル中の最終ビデオオブジェクトユニット（Ｖ
ＯＢＵ）８５のスタートアドレス（Ｃ＿ＬＶＯＢＵ＿ＳＡ）が記載される。
【０１００】
　セル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩ）１０８は、ＰＧＣ内で使用するセルのビデオオ
ブジェクト（ＶＯＢ）の識別番号（ＶＯＢ＿ＩＤ）及びセルの識別番号（Ｃ＿ＩＤ）を特
定している。セル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩ）には、図３３に示されるようにセル
再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）１０７に記載されるセル番号に対応するセル位置情報
（Ｃ＿ＰＯＳＩ）がセル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）と同一順序で記載される。こ
のセル位置情報（Ｃ＿ＰＯＳＩ）には、図３４に示すようにセルのビデオオブジェクトユ
ニット（ＶＯＢＵ）８５の識別番号（Ｃ＿ＶＯＢ＿ＩＤＮ）及びセル識別番号（Ｃ＿ＩＤ
Ｎ）が記述されている。
【０１０１】
　図６を参照して説明したようにセル８４は、ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）
８５の集合とされ、ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）８５は、ナビゲーション（
ＮＶ）パック８６から始まるパック列として定義される。従って、セル８４中の最初のビ
デオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）８５のスタートアドレス（Ｃ＿ＦＶＯＢＵ＿ＳＡ
）は、ＮＶパック８６のスタートアドレスを表すこととなる。このＮＶパック８６は、図
３５に示すようにパックヘッダ１１０、システムヘッダ１１１及びナビゲーションデータ
としての２つのパケット、即ち、再生制御情報（ＰＣＩ）パケット１１６及びデータサー
チ情報（ＤＳＩ）パケット１１７から成る構造を有し、図３５に示すようなバイト数が各
部に付り当てられ、１パックが１論理セクタに相当する２０４８バイトに定められている
。また、このＮＶパックは、そのグループオブピクチャー（ＧＯＰ）中の最初のデータが
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含まれるビデオパックの直前に配置されている。オブジェクトユニット８５がビデオパッ
クを含まない場合であってもＮＶパックがオーディオパック又は／及び副映像パックを含
むオブジェクトユニットの先頭に配置される。このようにオブジェクトユニットがビデオ
パックを含まない場合であってもオブジェクトユニットがビデオパックを含む場合と同様
にオブジェクトユニットの再生時間は、ビデオが再生される単位を基準に定められる。
【０１０２】
　ここで、ＧＯＰとは、ＭＰＥＧの規格で定められ、既に説明したように複数画面を構成
するデータ列として定義される。即ち、ＧＯＰとは、圧縮されたデータに相当し、この圧
縮データを伸張させると動画を再生することができる複数フレームの画像データが再生さ
れる。パックヘッダ１１０及びシステムヘッダ１１１は、ＭＰＥＧ２のシステムレーヤで
定義され、パックヘッダ１１０には、パック開始コード、システムクロックリファレンス
（ＳＣＲ）及び多重化レートの情報が格納され、システムヘッダ１１１には、ビットレー
ト、ストリームＩＤが記載されている。ＰＣＩパケット１１６及びＤＳＩパケット１１７
のパケットヘッダ１１２、１１４には、同様にＭＰＥＧ２のシステムレーヤに定められて
いるようにパケット開始コード、パケット長及びストリームＩＤが格納されている。
【０１０３】
　他のビデオ、オーディオ、副映像パック８８、９０、９１は、図３６に示すようにＭＰ
ＥＧ２のシステムレーヤに定められると同様にパックヘッダ１２０、パケットヘッダ１２
１及び対応するデータが格納されたパケット１２２から構成され、そのパック長は、２０
４８バイトに定められている。これらの各パックは、論理ブロックの境界に一致されてい
る。
【０１０４】
　ＰＣＩパケット１１６のＰＣＩデータ（ＰＣＩ）１１３は、ＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ
）８５内のビデオデータの再生状態に同期してプレゼンテーション、即ち、表示の内容を
変更する為のナビゲーションデータである。即ち、ＰＣＩデータ（ＰＣＩ）１１３には、
図３７に示されるようにＰＣＩ全体の情報としてのＰＣＩ一般情報（ＰＣＩ＿ＧＩ）及び
アングル変更時における各飛び先アングル情報としてのアングル情報（ＮＳＭＬＳ＿ＡＮ
ＧＬＩ）が記述されている。ＰＣＩ一般情報（ＰＣＩ＿ＧＩ）には、図３８に示されるよ
うにＰＣＩ１１３が記録されているＶＯＢＵ８５の論理セクタからの相対的論理ブロック
数でそのＰＣＩ１１３が記録されているＮＶパック（ＮＶ＿ＰＣＫ）８６のアドレス（Ｎ
Ｖ＿ＰＣＫ＿ＬＢＮ）が記述されている。また、ＰＣＩ一般情報（ＰＣＩ＿ＧＩ）には、
ＶＯＢＵ８５のカテゴリー（ＶＯＢＵ＿ＣＡＴ）、ＶＯＢＵ８５のスタート再現時間（Ｖ
ＯＢＵ＿Ｓ＿ＰＴＭ）及び再現終了時間（ＶＯＢＵ＿ＥＰＴＭ）が記述されている。ここ
で、ＶＯＢＵ８５のスタートＰＴＳ（ＶＯＢＵ＿ＳＰＴＳ）は、当該ＰＣＩ１１３が含ま
れるＶＯＢＵ８５中のビデオデータの再生開始時間（スタートプレゼンテーションタイム
）を示している。この再生開始時間は、ＶＯＢＵ８５中の最初の再生開始時間である。通
常は、最初のピクチャーは、ＭＰＥＧの規格におけるＩピクチャー（ Intra-Picture）の
再生開始時間に相当する。ＶＯＢＵ８５の終了ＰＴＳ（ＶＯＢＵ＿ＥＰＴＳ）は、当該Ｐ
ＣＩ１１３が含まれるＶＯＢＵ８５の再生終了時間（終了プレゼンテーションタイム）を
示している。
【０１０５】
　図３５に示したＤＳＩパケット１１７のＤＳＩデータ（ＤＳＩ）１１５は、ＶＯＢユニ
ット（ＶＯＢＵ）８５のサーチを実行する為のナビゲーションデータである。ＤＳＩデー
タ（ＤＳＩ）１１５には、図３９に示すようにＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ＿ＧＩ）、シーム
レス再生情報（ＳＭＬ＿ＰＢＩ）、アングル情報（ＳＭＬ＿ＡＧＬＩ）、ナビゲーション
パックのアドレス情報（ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＡＤＩ）及び同期再生情報（ＳＹＮＣＩ）が記述
されている。
【０１０６】
　ＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ＿ＧＩ）は、そのＤＳＩデータ１１５全体の情報が記述されて
いる。即ち、図４０に示すようにＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ＿ＧＩ）には、ＮＶパック８６
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のシステム時刻基準参照値（ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＳＣＲ）が記載されている。このシステム時
刻基準参照値（ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＳＣＲ）は、図１に示す各部に組み込まれているシステム
タイムクロック（ＳＴＣ）に格納され、このＳＴＣを基準にビデオ、オーディオ及び副映
像パックがビデオ、オーディオ及び副映像デコーダ部５８、６０、６２でデコードされ、
ビデオ及び音声がモニター部６及びスピーカ部８で再生される。ＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ
＿ＧＩ）には、ＤＳＩ１１５が記録されているＶＯＢセット（ＶＯＢＳ）８２の先頭論理
セクタからの相対的論理セクタ数（ＲＬＳＮ）でＤＳＩ１１５が記録されているＮＶパッ
ク（ＮＶ＿ＰＣＫ）８６のスタートアドレス（ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＬＢＮ）が記載され、ＶＯ
Ｂユニット（ＶＯＢＵ）の先頭論理セクタからの相対的論理セクタ数（ＲＬＳＮ）でＤＳ
Ｉ１１５が記録されているＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ）８５中の最終パックのアドレス（
ＶＯＢＵ＿ＥＡ）が記載されている。
【０１０７】
　更に、ＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ＿ＧＩ）には、ＤＳＩ１１５が記録されているＶＯＢユ
ニット（ＶＯＢＵ）の先頭論理セクタからの相対的論理セクタ数（ＲＬＳＮ）でこのＶＯ
ＢＵ内での最初のＩピクチャーの最終アドレスが記録されているＶパック（Ｖ＿ＰＣＫ）
８８の終了アドレス（ＶＯＢＵ＿ＩＰ＿ＥＡ）が記載され、当該ＤＳＩ１１５が記録され
ているＶＯＢＵ８３の識別番号（ＶＯＢＵ＿ＩＰ＿ＩＤＮ）及び当該ＤＳＩ１１５が記録
されているセルの識別番号（ＶＯＢＵ＿Ｃ＿ＩＤＮ）が記載されている。
【０１０８】
　ＤＳＩのナビゲーションパックアドレス情報には、所定数のナビゲーションパックのア
ドレスが記述されている。このアドレスを参照してビデオの早送り等が実行される。また
、同期情報（ＳＹＮＣＩ）には、ＤＳＩ１１５が含まれるＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ）の
ビデオデータの再生開始時間と同期して再生する副映像及びオーディオデータのアドレス
情報が記載される。即ち、図４１に示すようにＤＳＩ１１５が記録されているＮＶパック
（ＮＶ＿ＰＣＫ）８６からの相対的な論理セクタ数（ＲＬＳＮ）で目的とするオーディオ
パック（Ａ＿ＰＣＫ）９１のスタートアドレス（Ａ＿ＳＹＮＣＡ）が記載される。オーデ
ィオストリームが複数（最大８）ある場合には、その数だけ同期情報（ＳＹＮＣＩ）が記
載される。また、同期情報（ＳＹＮＣＩ）には、目的とするオーディオパック（ＳＰ＿Ｐ
ＣＫ）９１を含むＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ）８５のＮＶパック（ＮＶ＿ＰＣＫ）８６の
アドレス（ＳＰ＿ＳＹＮＣＡ）はＤＳＩ１１５が記録されているＮＶパック（ＮＶ＿ＰＣ
Ｋ）８６からの相対的な論理セクタ数（ＲＬＳＮ）で記載されている。副映像ストリーム
が複数（最大３２）ある場合には、その数だけ同期情報（ＳＹＮＣＩ）が記載される。
【０１０９】
　次に、上述したビデオデータ属性（ＶＭＧ＿Ｖ＿ＡＴＲ，ＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ，ＶＴ
Ｓ＿Ｖ＿ＡＴＲ）、オーディオデータ属性（ＶＭＧ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ，ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ
＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）、副映像データ属性（ＶＭＧ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ，
ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）に応じてビデオデコーダ部５
８、オーディオデコーダ部６０、副映像デコーダ部６２、Ｄ／Ａ＆再生処理部６４が適切
にセットされることができる回路構成について次に説明する。
【０１１０】
　ビデオデコーダ部５８は、図４２に示すように、レジスタ５８Ａ、セレクタ５８Ｂ、Ｍ
ＰＥＧ１デコーダ５８Ｃ、及びＭＰＥＧ２デコーダ５８Ｄにより構成されている。図４２
に示す回路においては、システムＣＰＵ部５０からシステムプロセッサ部５４を介して供
給されるビデオデータ属性（ＶＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ，ＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿Ｖ
＿ＡＴＲ）に対応した制御信号がレジスタ５８Ａに保持され、その出力がセレクタ５８Ｂ
に出力される。セレクタ５８Ｂは、システムプロセッサ部５４から供給されるビデオデー
タをレジスタ５８Ａからの出力に応じて、ＭＰＥＧ１デコーダ５８Ｃ、或いは、ＭＰＥＧ
２デコーダ５８Ｄに選択的に出力している。ＭＰＥＧ１デコーダ５８Ｃが選択される場合
には、セレクタ５８ＢからのビデオデータがＭＰＥＧ１デコーダ５８Ｃに供給され、ＭＰ
ＥＧ１の符号化方式でビデオデータがデコードされる。ＭＰＥＧ２デコーダ５８Ｄが選択
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される場合には、セレクタ５８ＢからのビデオデータがＭＰＥＧ２デコーダ５８Ｄに供給
され、ビデオデータがＭＰＥＧ２の符号化方式でＭＰＥＧ２デコーダ５８Ｄによってデコ
ードされる。ＭＰＥＧ１デコーダ５８Ｃ或いは、ＭＰＥＧ２デコーダ５８Ｄからのデコー
ダ出力は、ビデオデコーダ部５８のデコーダ出力としてＤ／Ａ＆再生処理部６４内の後述
するビデオ再生処理部２０１へ出力される。
【０１１１】
　オーディオデコーダ部６０は、図４３に示すようにレジスタ６０Ａ、セレクタ６０Ｂ、
ＭＰＥＧ１デコーダ６０Ｃ、ＡＣ３デコーダ６０Ｄ、及びＰＣＭデコーダ６０Ｅ、により
構成されている。図４３に示す回路においては、システムＣＰＵ部５０からシステムプロ
セッサ部５４を介して供給されるオーディオデータ属性（ＶＭＧＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ，Ｖ
ＴＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）に対応した制御信号がレジスタ６０
Ａによって保持され、その出力はセレクタ６０Ｂに出力される。セレクタ６０Ｂは、シス
テムプロセッサ部５４から供給されるオーディオデータをレジスタ６０Ａからの出力に応
じてＭＰＥＧ１デコーダ６０Ｃ、ＡＣ３デコーダ６０Ｄ、或いは、ＰＣＭデコーダ６０Ｅ
に選択的に出力される。ＭＰＥＧ１デコーダ６０Ｃが選択される場合には、セレクタ６０
ＢからのオーディオデータがＭＰＥＧ１デコーダ６０ＣによってＭＰＥＧ１の符号化方式
でデコードされる。ＡＣ３デコーダ６０Ｄが選択される場合には、セレクタ６０Ｂからの
オーディオデータは、ＡＣ３デコーダ６０ＤによってＡＣ３の符号化方式でデコードされ
る。ＰＣＭデコーダ６０Ｅが選択される場合には、セレクタ６０Ｂからのデジタルのオー
ディオデータがＰＣＭデコーダ６０Ｅによってアナログのオーディオデータにデコードさ
れる。ＭＰＥＧ１デコーダ６０Ｃ、ＡＣ３デコーダ６０Ｄ、或いは、ＰＣＭデコーダ６０
Ｅからのデコーダ出力は、オーディオデコーダ部６０のデコーダ出力としてＤ／Ａ＆再生
処理部６４内の後述するオーディオ再生処理部２０２へ出力される。
【０１１２】
　副映像デコーダ部６２は、図４４に示すように、レジスタ６２Ａ、セレクタ６２Ｂ、ビ
ットマップデコーダ６２Ｃ、及びランレングスデコーダ６２Ｄにより構成されている。図
４４に示す回路においては、システムＣＰＵ部５０からシステムプロセッサ部５４を介し
て供給される副映像データ属性（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ，ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿Ａ
ＴＲ，ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）に対応した制御信号がレジスタ６２Ａによって保持さ
れ、その出力はセレクタ６２Ｂに出力される。セレクタ６２Ｂは、システムプロセッサ部
５４から供給される副映像データをレジスタ６２Ａからの出力に応じて、ビットマップデ
コーダ６２Ｃ、或いは、ランレングスデコーダ６２Ｄに選択的に出力する。ビットマップ
デコーダ６２Ｃが選択される場合には、セレクタ６２Ｂからの副映像データがビットマッ
プデコーダ６２Ｃによってビットマップの符号化方式でデコードされ、ランレングスデコ
ーダ６２Ｄが選択される場合には、セレクタ６２Ｂからの副映像データがランレングスデ
コーダ６２Ｄによってランレングスの符号化方式でデコードされる。
【０１１３】
　Ｄ／Ａ＆再生処理部６４は、図１に示すように、ビデオ再生処理部２０１、オーディオ
再生処理部２０２、オーディオミキシング部２０３、副映像再生処理部２０７を有してい
る。ビデオ再生処理部２０１は、図４５に示すように、内部にメモリを有するレターボッ
クス変換器２０４、ＮＴＳＣ方式のビデオデータの色差信号をＰＡＬ方式のビデオデータ
の色差信号に変換、或いは、ＰＡＬ方式のビデオデータの色差信号をＮＴＳＣ方式のビデ
オデータの色差信号に変換するビデオフォーマッタ機能を有するデジタル・ＮＴＳＣ／Ｐ
ＡＬ変換器２０５及びデジタルビデオ信号をアナログビデオ信号に変換するＤ／Ａ変換器
２０６により構成されている。レターボックス変換器２０４は、システムＣＰＵ部５０か
らシステムプロセッサ部５４を介して供給されるビデオデータ属性（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ
＿ＡＴＲ，ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）の表示モード（ビ
ット番号ｂ９、　ｂ８）に対応した制御信号に応じて、ビデオデコーダ部５８から供給さ
れるビデオデータをレターボックスに変換するか、或いは、レターボックスに変換せずに
出力する。このレターボックス変換処理では、その変換が許される場合（表示モードのビ
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ット番号ｂ９、ｂ８が”００”或いは”１０”）には、図９を参照して説明したように９
／１６のアスペクト比のビデオデータが３／４のアスペクト比のモニター部６で全データ
が表示できるように変換される。このモニター部６での表示時、画像の上限黒い部分がで
きるため、レターボックスと言われている。デジタル・ＮＴＳＣ／ＰＡＬ変換器２０５は
、システムＣＰＵ部５０からシステムプロセッサ部５４を介して供給されるビデオデータ
属性（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ，ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿
ＡＴＲ）のフレームレート（ビット番号ｂ１３、ｂ１２）に対応した制御信号に応じて、
レターボックス変換器２０４からのビデオデータがＮＴＳＣのフォーマットに変換され、
ＰＡＬのフォーマットに変換される。このデジタル・ＮＴＳＣ／ＰＡＬ変換器２０５から
の出力は、Ｄ／Ａ変換器２０６でアナログデータに変換された後、モニター部６へ出力さ
れる。
【０１１４】
　オーディオ再生処理部２０２は、図４６に示すように、レジスタ２０２Ａ、セレクタ２
０２Ｂ、ステレオ出力部２０２Ｃ、モノラル出力部２０２Ｄ、サラウンド出力部２０２Ｅ
により構成されている。図４６に示す回路においては、システムＣＰＵ部５０からシステ
ムプロセッサ部５４を介して供給されるオーディオデータ属性（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿Ａ
ＴＲ，ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）に対応した制御信号が
レジスタ２０２Ａに保持され、その出力はセレクタ２０２Ｂに出力される。セレクタ２０
２Ｂは、オーディオデコーダ部６０から供給されるオーディオデータをレジスタ２０２Ａ
からの出力に応じて、ステレオ出力部２０２Ｃ、モノラル出力部２０２Ｄ、或いは、サラ
ウンド出力部２０２Ｅに選択的に出力する。ステレオ出力部２０２Ｃが選択された場合に
は、セレクタ２０２Ｂからのオーディオデータがステレオデータに変換される。また、モ
ノラル出力部２０２Ｄが選択された場合には、セレクタ２０２Ｂからのオーディオデータ
がモノラルデータに変換される。サラウンド出力部２０２Ｅが選択された場合には、セレ
クタ２０２Ｂからのオーディオデータがサラウンドデータに変換される。ステレオ出力部
２０２Ｃ、モノラル出力部２０２Ｄ、或いは、サラウンド出力部２０２Ｅからの出力、つ
まりオーディオ再生処理部２０２の出力は、直接スピーカ部８へ、或いは、オーディオミ
キシング部２０３を介してスピーカ部へ出力される。
【０１１５】
　オーディオデータがマルチチャンネルオーディオデータである場合には、再生処理部２
０２の出力がオーディオミキシング部２０３を介してスピーカ部から出力される。オーデ
ィオミキシング部２０３は、図４７に示すように、レジスタ２０３Ａ、レジスタ２０３Ｂ
、セレクタ２０３Ｃ、第１ストリーム処理部２０３Ｄ、第２ストリーム処理部２０３Ｅ、
ミキシング処理部２０３Ｆにより構成されている。図４７に示す回路においては、レジス
タ２０３Ａ、２０３Ｂには、システムＣＰＵ部５０からシステムプロセッサ部５４を介し
て供給されるＶＴＳＩ＿ＭＡＴ中に記述のマルチチャンネルオーディオストリーム属性（
ＶＴＳ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）に対応した制御信号が保持され、レジスタ２０３Ａの出
力はセレクタ２０３Ｃに出力され、レジスタ２０３Ｂの出力は、ミキシング処理部２０３
Ｆに出力される。セレクタ２０３Ｃは、オーディオ再生処理部２０２から供給されるオー
ディオデータをレジスタ２０３Ａからの出力に応じて、第１ストリーム処理部２０３Ｄ、
或いは、第２ストリーム処理部２０３Ｅに選択的に出力する。第１ストリーム処理部２０
３Ｄが選択された場合には、セレクタ２０３Ｃからのオーディオデータが第１ストリーム
処理部２０３Ｄによって第１ストリームのデータに変換される。第２ストリーム処理部２
０３Ｅが選択された場合には、セレクタ２０３Ｃからのオーディオデータが第２ストリー
ム処理部２０３Ｅによって第２ストリームのデータに変換される。第１ストリーム処理部
２０３Ｄ或いは、第２ストリーム処理部２０３Ｅからの出力は、ミキシング処理部２０３
Ｆへ出力される。ミキシング処理部２０３Ｆでは、レジスタ２０３Ａからの出力に応じて
、ミキシング処理を実行し、このミキシング処理されたデータがオーディオミキシング部
２０３からの出力としてスピーカ８等へ出力される。
【０１１６】
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　次に、再び図１を参照して図４から図１４に示す論理フォーマットを有する光ディスク
１０からのムービーデータの再生動作について説明する。尚、図１においてブロック間の
実線の矢印は、データバスを示し、破線の矢印は、制御バスを示している。
【０１１７】
　図１に示される光ディスク装置においては、電源が投入され、光ディスク１０が装填さ
れると、システム用ＲＯＭ及びＲＡＭ部５２からシステムＣＰＵ部５０は、初期動作プロ
グラムを読み出し、ディスクドライブ部３０を作動させる。従って、ディスクドライブ部
３０は、リードイン領域２７から読み出し動作を開始し、リードイン領域２７に続く、Ｉ
ＳＯー９６６０等に準拠してボリュームとファイル構造を規定したボリューム及びファイ
ル構造領域７０が読み出される。即ち、システムＣＰＵ部５０は、ディスクドライブ部３
０にセットされたディスク１０の所定位置に記録されているボリューム及びファイル構造
領域７０を読み出す為に、ディスクドライブ部３０にリード命令を与え、ボリューム及び
ファイル構造領域７０の内容を読み出し、システムプロセッサ部５４を介して、データＲ
ＡＭ部５６に一旦格納する。システムＣＰＵ部５０は、データＲＡＭ部５６に格納された
パステーブル及びディレクトリレコードを介して各ファイルの記録位置や記録容サイズ等
の情報やその他管理に必要な情報としての管理情報を抜き出し、システム用ＲＯＭ＆ＲＡ
Ｍ部５２の所定の場所に転送し、保存する。
【０１１８】
　次に、システムＣＰＵ部５０は、システム用ＲＯＭ＆ＲＡＭ部５２から各ファイルの記
録位置や記録容量の情報を参照してファイル番号０番から始まる複数ファイルから成るビ
デオマネージャー７１を取得する。即ち、システムＣＰＵ部５０は、システム用ＲＯＭ及
びＲＡＭ部５２から取得した各ファイルの記録位置や記録容量の情報を参照してディスク
ドライブ部３０に対してリード命令を与え、ルートディレクトリ上に存在するビデオマネ
ージャー７１を構成する複数ファイルの位置及びサイズを取得し、このビデオマネージャ
ー７１を読み出し、システムプロセッサ部５４を介して、データＲＡＭ部５６に格納する
。
【０１１９】
　このビデオマネージャー７１の第１番目のテーブルであるビデオマネージャー情報管理
テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７８がサーチされる。このサーチによってビデオマネージ
ャーメニュー（ＶＭＧＭ）の為のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６
の開始アドレス（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ＿ＳＡ）が獲得され、ビデオオブジェクトセット（
ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６が再生される。このメニュー用のビデオオブジェクトセット（
ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６の再生に関しては、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）中のタイ
トルの為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）と同様であるのでその再生
手順は省略する。このビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６で言語の設
定をすると、或いは、ビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）がない場合には、ビデオ
マネージャー情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）がサーチされてタイトルセットサー
チポインタテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）７９の開始アドレス、（ＴＴ＿ＳＲＰＴ＿ＳＡ）
がサーチされる。ここで、ビデオマネージャーメ二ューの再生に際しては、システムＣＰ
Ｕ部５０は、ビデオマネージャー（ＶＭＧＩ）７５の情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡ
Ｔ）７８に記述されたボリュームメニュー用のビデオ、オーディオ、副映像のストリーム
数及びそれぞれの属性情報を取得して属性情報を基に、各々のビデオデコーダ部５８、オ
ーディオデコーダ部６０及び副映像デコーダ部６２にビデオマネージャーメ二ュー再生の
ためのパラメータが設定される。
【０１２０】
　このサーチによってタイトルセットサーチポインタテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）７９が
システム用ＲＯＭ＆ＲＡＭ部５２の所定の場所に転送され、保存される。次に、システム
ＣＰＵ部５０は、タイトルサーチポインタテーブル情報（ＴＳＰＴＩ）９２からタイトル
サーチポインタテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）７９の最終アドレスを獲得するとともにキー
操作／表示部４からの入力番号に応じたタイトルサーチポインタ（ＴＴ＿ＳＲＰ）９３か
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ら入力番号に対応したビデオタイトルセット番号（ＶＴＳＮ）、プログラムチェーン番号
（ＰＧＣＮ）及びビデオタイトルセットのスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＳＡ）が獲得され
る。タイトルセットが１つしかない場合には、キー操作／表示部４からの入力番号の有無
に拘らず１つのタイトルサーチポインタ（ＴＴ＿ＳＲＰ）９３がサーチされてそのタイト
ルセットのスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＳＡ）が獲得される。このタイトルセットのスタ
ートアドレス（ＶＴＳ＿ＳＡ）からシステムＣＰＵ部５０は、目的のタイトルセットを獲
得することとなる。
【０１２１】
　次に、図１５に示すビデオタイトルセット７２のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＳＡ）か
ら図２１に示すようにそのタイトルセットのビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）９４
が獲得される。このビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）９４のビデオタイトルセット
情報の管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８から図２２に示すビデオタイトルセット情
報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８の終了アドレス（ＶＴＩ＿ＭＡＴ＿ＥＡ）が獲
得される。また、オーディオ及び副映像データのストリーム数（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ、
ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）及びビデオ、オーディオ及び副映像データの属性情報（ＶＴＳ
＿Ｖ＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿Ａ＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）に基づいて図１に示さ
れる再生装置の各部がその属性に従って設定される。この属性情報に従った再生装置の各
部の設定については、より詳細に後に説明する。
【０１２２】
　また、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）の為のメニュー（ＶＴＳＭ）が単純な構成であ
る場合には、図２２に示すビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）
９８からビデオタイトルセットのメニュー用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿Ｖ
ＯＢ）９５のスタートアドレス（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢ＿ＳＡ）が獲得されてそのビデオオブ
ジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢ）９５によってビデオタイトルセットのメニューが表
示される。このメニューを参照して特にプログラムチェーン（ＰＧＣ）を選択せずに単純
にタイトルセット（ＶＴＳ）におけるタイトル（ＶＴＳＴ）の為のビデオオブジェクトセ
ット（ＶＴＴ＿ＶＯＢＳ）９６を再生する場合には、図２２に示すそのスタートアドレス
（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢ＿ＳＡ）からそのビデオオブジェクトセット９６が再生される。
【０１２３】
　プログラムチェーン（ＰＧＣ）をキー操作／表示部４で指定する場合には、次のような
手順で対象とするプログラムチェーンがサーチされる。このプログラムチェーンのサーチ
は、ビデオタイトルセットにおけるタイトルの為のプログラムチェーンに限らず、メニュ
ーがプログラムチェーンで構成される比較的複雑なメニューにおいてもそのメニューの為
のプログラムチェーンのサーチに関しても同様の手順が採用される。ビデオタイトルセッ
ト情報（ＶＴＳＩ）９４の管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８に記述される図２２に
示すビデオタイトルセット（ＶＴＳ）内のプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ＿Ｐ
ＧＣＩＴ）１００のスタートアドレスが獲得されて図２４に示すそのＶＴＳプログラムチ
ェーン情報テーブルの情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）１０２が読み込まれる。この情報
（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）１０２から図２５に示すプログラムチェーンの数（ＶＴＳ＿
ＰＧＣ＿Ｎｓ）及びテーブル１００の終了アドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＥＡ）が獲得
される。
【０１２４】
　キー操作／表示部４でプログラムチェーンの番号が指定されると、その番号に対応した
図２４に示すＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴサーチポインタ（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）１０３
から図２６に示すそのプログラムチェーンのカテゴリ－及びそのサーチポインタ（ＶＴＳ
＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）１０３に対応したＶＴＳ＿ＰＧＣ情報１０４のスタートアドレス
が獲得される。このスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ＿ＳＡ）によって図２７に示す
プログラムチェーン一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）が読み出される。この一般情報（ＰＧＣ＿
ＧＩ）によってプログラムチェーン（ＰＧＣ）のカテゴリー及び再生時間（ＰＧＣ＿ＣＡ
Ｔ、ＰＧＣ＿ＰＢ＿ＴＩＭＥ）等が獲得され、その一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）に記載した
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セル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）及びセル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ）１
０８のスタートアドレス（Ｃ＿ＰＢＩＴ＿ＳＡ、Ｃ＿ＰＯＳＩＴ＿ＳＡ）が獲得される。
スタートアドレス（Ｃ＿ＰＢＩＴ＿ＳＡ）から図３３に示すセル位置情報（Ｃ＿ＰＯＳＩ
）として図３４に示すようなビデオオブジェクトの識別子（Ｃ＿ＶＯＢ＿ＩＤＮ）及びセ
ルの識別番号（Ｃ＿ＩＤＮ）が獲得される。
【０１２５】
　また、スタートアドレス（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ＿ＳＡ）から図３１に示すセル再生情報（Ｃ
＿ＰＢＩ）が獲得され、その再生情報（Ｃ＿ＰＢＩ）に記載の図３２に示すセル中の最初
のＶＯＢＵ８５のスタートアドレス（Ｃ＿ＦＶＯＢＵ＿ＳＡ）及び最終のＶＯＢＵのスタ
ートアドレス（Ｃ＿ＬＶＯＢＵ＿ＳＡ）が獲得されてその目的とするセルがサーチされる
。セルの再生順序は、図２７に示されるＰＧＣプログラムマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）
１０６の図２９に示すプログラムのマップを参照して次々に再生セル８４が決定される。
このように決定されたプログラムチェーンのデータセル８４が次々にビデオオブジェクト
１４４から読み出されてシステムプロセッサ部５４を介して、データＲＡＭ部５６に入力
される。このデータセル８４は、再生時間情報を基にビデオデコーダ部５８、オーディオ
デコーダ部６０及び副映像デコーダ部６２に与えられてデコードされ、Ｄ／Ａ及び再生処
理部６４で信号変換されてモニター部６に画像が再現されるとともにスピーカー部８、９
から音声が再生される。
【０１２６】
　次に、この光ディスク再生装置におけるビデオデータ属性情報（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）
の取得及びこの属性情報（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）に従ったビデオデコーダ及びビデオ再生
処理部２０１の設定処理について、図４８に示すフローチャートを参照して説明する。設
定処理が開始されると、システムＣＰＵ部５０は、ディスクドライブ部３０を制御して、
ビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８を光ディスク１０から
読み出し、一旦データＲＡＭ部５６へ格納する。ステップＳ０に示すようにデータＲＡＭ
部５６内に格納したビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８に
記録されたビデオデータ属性（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）をシステムＣＰＵ部５０が取得する
。この取得したビデオデータ属性（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）が新たに取得されたか、或いは
、既に取得されたビデオデータ属性（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）とは異なる新しいビデオデー
タ属性（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）かがステップＳ１で確認される。ビデオデータ属性（ＶＴ
Ｓ＿Ｖ＿ＡＴＲ）が取得されない場合には、再度ステップＳ０に戻され、新しいビデオデ
ータ属性（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）が既に既に取得されたビデオデータ属性（ＶＴＳ＿Ｖ＿
ＡＴＲ）と同一である場合には、その処理が終了される。新なビデオデータ属性（ＶＴＳ
＿Ｖ＿ＡＴＲ）が取得された場合には、システムＣＰＵ部５０は、ステップＳ２に示すよ
うに取得したビデオデータ属性（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）に記述されるビデオ圧縮モードが
ＭＰＥＧ１、ＭＰＥＧ２のいずれに準拠しているかの判別し、この判別結果に応じた制御
信号が図４２に示されるビデオデコーダ部５８のレジスタ５８Ａに出力される。これによ
り、レジスタ５８Ａに供給された制御信号に応じてセレクタ５８Ｂが切換えられる。即ち
、ステップＳ３に示すようにビデオ圧縮モード１３１がＭＰＥＧ１に準拠している場合、
システムプロセッサ部５４からのビデオデータはセレクタ５８Ｂを介してＭＰＥＧ１デコ
ーダ５８Ｃに供給され、ＭＰＥＧ１のモードでデコードされる。また、ステップＳ４に示
すようにビデオ圧縮モード１３１がＭＰＥＧ２に準拠している場合、システムプロセッサ
部５４からのビデオデータはセレクタ５８Ｂを介してＭＰＥＧ２デコーダ５８Ｄに供給さ
れ、ＭＰＥＧ２のモードでデコードされる。
【０１２７】
　また、システムＣＰＵ部５０は、ステップＳ５に示すように取得したビデオデータ属性
（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）のフレームレート（ビット番号ｂ１３，ｂ１２）に記述されるフ
レームレートがＮＴＳＣ方式（フレームレート２９．９７／ｓ）に準拠しているか、或い
は、ＰＡＬ方式（フレームレート２５／ｓ）に準拠しているかを判別し、この判別結果に
応じた制御信号をＤ／Ａ＆再生処理部６４におけるビデオ再生処理部２０１内のデジタル

10

20

30

40

50

(32) JP 3898726 B2 2007.3.28



・ＮＴＳＣ／ＰＡＬ変換器２０５に出力する。ＮＴＳＣ方式（フレームレート２９．９７
／ｓ）に準拠している場合には、即ち、フレームレートを記述するビット番号ｂ１３，ｂ
１２が”００”の場合には、ステップＳ６に示すようにビデオデータは、デジタル・ＮＴ
ＳＣ／ＰＡＬ変換器２０５によってＮＴＳＣ方式のビデオ信号に変換される。また、　Ｐ
ＡＬ方式（フレームレート２５／ｓ）に準拠している場合には、即ち、フレームレートを
記述するビット番号ｂ１３，ｂ１２が”０１”の場合には、ステップＳ７に示すようにビ
デオデータは、デジタル・ＮＴＳＣ／ＰＡＬ変換器２０５によってＰＡＬ方式のビデオ信
号に変換される。
【０１２８】
　また、システムＣＰＵ部５０は、ステップＳ８に示すように取得したビデオデータ属性
（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）に記述される表示アスペクト比が３／４であるか９／１６である
かを判別する。この判別結果が３／４であった場合、即ち、表示アスペクト比を記述する
ビット番号ｂ１１、ｂ１０が”００”である場合には、システムＣＰＵ部５０は、レター
ボックスへの変換処理を禁止する制御信号をシステムプロセッサ部５４を介してＤ／Ａ＆
再生処理部６４におけるビデオ再生処理部２０１のレターボックス変換器２０４に出力す
る。これにより、ステップＳ９に示すようにレターボックス変換器２０４によるレターボ
ックス変換処理が禁止される。また、システムＣＰＵ部５０は、ステップＳ１０に示すよ
うにパンスキャン処理の禁止を示す制御信号をシステムプロセッサ部５４を介してビデオ
デコーダ部５８内のＭＰＥＧ２デコーダ５８ｄに出力する。これにより、ＭＰＥＧ２デコ
ーダ５８ｄによるパンスキャン処理が禁止される。
【０１２９】
　また、ステップ８における判別結果が９／１６であった場合、即ち、表示アスペクト比
を記述するビット番号ｂ１１、ｂ１０が”１１”である場合には、システムＣＰＵ部５０
は、ステップＳ１１に示すようにユーザにより指定されている表示アスペクト比が９／１
６であるかの判別をする。この判別結果が９／１６であった場合、既に説明したステップ
９に移行される。ユーザにより指定されている表示アスペクト比が３／４である場合、シ
ステムＣＰＵ部５０は、ステップＳ１２に示すようにユーザによりキー操作部及び表示部
４で指定される表示変換がパンスキャン方式であるかを判別する。この判別結果がパンス
キャン方式の表示変換でない場合、システムＣＰＵ部５０は、ステップ１３に示すように
レターボックス変換処理を示す制御信号をシステムプロセッサ部５４を介してＤ／Ａ＆再
生処理部６４におけるビデオ再生処理部２０１内のレターボックス変換器２０４に出力す
る。これにより、レターボックス変換器２０４によるレターボックス変換処理が設定され
る。また、システムＣＰＵ部５０は、ステップＳ１４に示すようにパンスキャン処理の禁
止を示す制御信号をシステムプロセッサ部５４を介してビデオデコーダ部５８内のＭＰＥ
Ｇ２デコーダ５８ｄに出力する。これにより、ＭＰＥＧ２デコーダ５８ｄによるパンスキ
ャン処理が禁止される。
【０１３０】
　また、上記ステップ１２での判別結果がパンスキャン方式の表示変換であった場合、シ
ステムＣＰＵ部５０は、ステップＳ１５に示すように取得したビデオデータ属性（ＶＴＳ
＿Ｖ＿ＡＴＲ）に記述されるパンスキャン１３４が許可か禁止かの判別する。この判別結
果が許可であった場合、システムＣＰＵ部５０は、レターボックス変換処理の禁止を示す
制御信号をシステムプロセッサ部５４を介してＤ／Ａ＆再生処理部６４におけるビデオ再
生処理部２０１のレターボックス変換器２０４に出力する。これにより、ステップＳ１６
に示すようにレターボックス変換器２０４によるレターボックス変換処理が禁止される。
また、システムＣＰＵ部５０は、ステップＳ１７に示すようにパンスキャン処理の許可を
示す制御信号をシステムプロセッサ部５４を介してビデオデコーダ部５８内のＭＰＥＧ２
デコーダ５８ｄに出力する。これにより、ＭＰＥＧ２デコーダ５８ｄによるパンスキャン
処理が設定される。
【０１３１】
　また、上記ステップ１５での判別結果が禁止であった場合、システムＣＰＵ部５０は、
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ステップＳ１８に示すようにキー操作部及び表示部４でパンスキャンが禁止されている旨
を表示させるか、あるいはインジケータにより表示し、ユーザに報知する。また、システ
ムＣＰＵ部５０は、この表示あるいは報知を行った後、上記ステップ９へ移行される。
【０１３２】
　図４８のフローにおいて、ビデオデータ属性情報（ＶＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ）に従ってビ
デオデコーダ５８及びビデオ再生処理部２０１がセットされる場合には、ビデオタイトル
セット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８に代えてビデオ管理情報管理テーブル
（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７８が読み出されてビデオデータ属性情報（ＶＭＧ＿Ｖ＿ＡＴＲ）
が獲得される。また、図４８のフローにおいて、ビデオデータ属性情報（ＶＴＳＭ＿Ｖ＿
ＡＴＲ）に従ってビデオデコーダ５８及びビデオ再生処理部２０１がセットされる場合に
は、ビデオデータ属性情報（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）と同様にビデオタイトルセット情報管
理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８からビデオデータ属性情報（ＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ
）が獲得される。
【０１３３】
　次に、この光ディスク再生装置におけるオーディオデータ属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴ
）の取得及びこの属性情報（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴ）に従ったビデオデコーダ及びビデオ
再生処理部２０１の設定処理について、図４９に示すフローチャートを参照して説明する
。設定処理が開始されると、ステップ２０に示すようにシステムＣＰＵ部５０は、ディス
クドライブ部３０を制御して、ビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡ
Ｔ）９８を光ディスク１０から読み出し、一旦データＲＡＭ部５６へ格納する。ステップ
２１に示すようにデータＲＡＭ部５６内に格納したビデオタイトルセット情報管理テーブ
ル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８記録されたオーディオストリーム数をシステムＣＰＵ部５０
が取得する。ステップ３２に示すようにキー操作及び処理部４の操作によってユーザが選
択可能なオーディオストリーム番号を指定すると、ステップ２２に示すようにデータＲＡ
Ｍ部５６内に格納したビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８
のオーディオデータ属性群（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴ）からユーザ指定のストリーム番号に
対応するオーディオ属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴ）をシステムＣＰＵ部５０が取得する。
システムＣＰＵ部５０は、ステップ２３に示すように取得したオーディオデータ属性（Ｖ
ＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴ）内に記述されるオーディオ圧縮モードがＭＰＥＧ１、リニアＰＣＭ
のいずれに準拠しているかの判別し、この判別結果に応じた制御信号をオーディオデコー
ダ部６０のレジスタ６０Ａに出力する。
【０１３４】
　これにより、レジスタ６０Ａに供給された制御信号に応じてセレクタ６０Ｂが切換えら
れ、オーディオ符号化モードがＭＰＥＧ１に準拠している場合、システムプロセッサ部５
４からのオーディオデータはセレクタ６０Ｂを介してＭＰＥＧ１デコーダ６０Ｃに供給さ
れ、オーディオ符号化モードがＡＣ３に準拠している場合、システムプロセッサ部５４か
らのオーディオデータはセレクタ６０Ｂを介してＡＣ３デコーダ６０Ｄに供給され、ビデ
オ符号化モードがデジタルＰＣＭに準拠している場合、システムプロセッサ部５４からの
オーディオデータはセレクタ６０Ｂを介してＰＣＭデコーダ６０Ｅに供給される。
【０１３５】
　また、システムＣＰＵ部５０は、ステップ２４に示すように取得したオーディオデータ
属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）内に記述されるオーディオモード１５２がステレオかモ
ノラルかサラウンドのいずれであるかの判別し、この判別結果に応じた制御信号をオーデ
ィオ再生処理部２０２内のレジスタ２０２Ａに出力する。これにより、レジスタ２０２Ａ
に供給された制御信号に応じてセレクタ２０２Ｂが切換えられ、オーディオモード１５２
がステレオの場合、オーディオデコーダ部６０からのオーディオデータはセレクタ２０２
Ｂを介してステレオ出力部２０２Ｃに供給され、オーディオモード１５２がモノラルの場
合、オーディオデコーダ部６０からのオーディオデータはセレクタ２０２Ｂを介してモノ
ラル出力部２０２Ｄに供給され、オーディオモード１５２がサラウンドの場合、オーディ
オデコーダ部６０からのオーディデータはセレクタ２０２Ｂを介してサラウンド出力部２
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０２Ｅに供給される。
【０１３６】
　次に、システムＣＰＵ部５０は、ステップ２５に示すように取得したオーディオデータ
属性１２５内に記述されるミキシングモードがミキシングが不可であるか、ミキシング可
能なマスタストリームであるか、ミキシング可能なスレーブストリームであるかの判別し
、この判別結果に応じた制御信号をオーディオミキシング部２０３のレジスタ２０３Ａ、
２０３Ｂに出力する。これにより、レジスタ２０３Ａに供給された制御信号に応じてセレ
クタ２０３Ｃが切換えられ、ステップ２５に示すようにミキシング可能なマスタストリー
ムの場合、ステップ２６に示すようにそのストリームを第１ストリームとして第１ストリ
ーム処理部２０３Ｄに供給され、ステップ２７に示すようにミキシング可能なスレーブス
トリームの場合、ステップ２８に示すようにそのストリームを第２ストリームとして第２
ストリーム処理部２０３Ｅに供給され、ミキシング不可能な独立ストリームの場合、その
ストリームを第１ストリームとして第１ストリーム処理部２０３Ｄに供給される。また、
レジスタ２０３Ｂに供給された制御信号に応じてミキシング処理部２０３Ｆの処理が切換
えられ、ミキシング可能な場合、第１ストリーム処理部２０３Ｄの第１ストリームと第２
ストリーム処理部２０３Ｅの第２ストリームに対するミキシング処理を施してスピーカ部
８へ出力され、ミキシング不可能な場合、第１ストリーム処理部２０３Ｄの第１ストリー
ムのみがスピーカ部８へ出力される。
【０１３７】
　また、システムＣＰＵ部５０は、ステップ３０に示すように取得したオーディオデータ
属性１２５内に記述されるオーディオ種別１５３が言語であるか否かを判定し、この判定
結果が言語である場合、言語コード１５６より、言語コードを取得し、システム用ＲＯＭ
＆ＲＡＭ部５２へ予め格納してある言語コード表より、対応する言語名を決定し、ステッ
プ３１に示すようにモニター部６等でインジケートする。
【０１３８】
　逆にユーザから、言語コードが指定された場合には、オーディオストリーム数１２４と
、オーディオデータ属性１２５から、目的の言語コードを有するオーディオストリームを
特定することができる。
【０１３９】
　また、データ再生中に、ユーザイベント等によりオーディオストリーム番号の切り替え
指示があった場合（Ｓ３２）、のＳ２２～Ｓ３１までの処理によりオーディオデータ属性
の取得設定を行う。
【０１４０】
　以上の一連の処理によりオーディオデコーダ部６０、オーディオ再生処理部２０２及び
オーディオミキシング部２０３が再生されるべきタイトルセットのビデオデータに対して
最適にセットされることとなる。図４９のフローにおいて、オーディオデータ属性（ＶＭ
ＧＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）に従ってビデオデコーダ５８及びビデオ再生処理部２０１がセッ
トされる場合には、ビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８に
代えてビデオ管理情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７８が読み出されてオーディオ
データ属性（ＶＭＧ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）が獲得される。また、図４８のフローにおいて、
オーディオデータ属性（ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）に従ってオーディオデコーダ部６０
及びオーディオ再生処理部２０２がセットされる場合には、オーディオデータ属性（ＶＴ
ＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）と同様にビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿Ｍ
ＡＴ）９８からオーディオデータ属性（ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）が獲得される。
【０１４１】
　次に、この光ディスク再生装置における副映像属性情報（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴ）の取
得及びこの属性情報（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴ）に従った副映像デコーダ６２及びビデオ
再生処理部２０１の設定処理について、図４８に示すフローチャートを参照して説明する
。ステップ４０に示すようにシステムＣＰＵ部５０は、ディスクドライブ部３０を制御し
て、ビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８を光ディスク１０
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から読み出し、一旦データＲＡＭ部５６へ格納する。ステップ４１に示すようにデータＲ
ＡＭ部５６内に格納したビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）に
記録された副映像ストリーム数（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）をシステムＣＰＵ部５０が取
得する。ステップ４６に示すようにキー操作及び処理部４の操作によってユーザが選択可
能な副映像ストリーム番号を指定すると、ステップ４２に示すようにデータＲＡＭ部５６
内に格納したビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）に記録された
副映像データ属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴ）からユーザ指定のチャネル番号に対応する（
ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴ）をシステムＣＰＵ部５０が取得する。システムＣＰＵ部５０は、
ステップ４３に示すように取得した副映像データ属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴ）内に記述
される副映像圧縮モードがＲａｗ（ビットマップに対応）、ランレングス或いはその他で
あるかの判別し、この判別結果に応じた制御信号を副映像デコーダ部６２のレジスタ６２
Ａに出力する。これにより、レジスタ６２Ａに供給された制御信号に応じてセレクタ６２
Ｂが切換えられ、副映像圧縮モードがビットマップに対応している場合、システムプロセ
ッサ部５４からの副映像データはセレクタ６２Ｂを介してビットマップデコーダ６２Ｃに
供給され、副映像圧縮モードがランレングスに対応している場合、システムプロセッサ部
５４からの副映像データはセレクタ６２Ｂを介してランレングスデコーダ６２Ｄに供給さ
れる。
【０１４２】
　また、システムＣＰＵ部５０は、ステップ４４に示すように取得した副映像データ属性
１２７内に記述される副映像種別１７２が言語であるか否かの判別し、この判別結果が言
語である場合、ステップ４５に示すように言語コードより、言語コードを取得し、システ
ム用ＲＯＭ＆ＲＡＭ部５２へ予め格納してある言語コード表より、対応する言語名を決定
し、モニター部６等でインジケートする。
【０１４３】
　ここで、ユーザから、言語コードが指定された場合には、副映像ストリーム数と、副映
像データ属性１２７から、目的の言語コードを有する副映像ストリームを特定することが
できる。また、ステップ４６に示すようにデータ再生中に、ユーザイベント等により副映
像ストリーム番号の切換え指示があった場合、ステップＳ４２～Ｓ４５までの処理により
副映像データ属性の取得設定が実行される。
【０１４４】
　以上の一連の処理により副映像デコーダ部６２及び副映像再生処理部２０７が再生され
るべきタイトルセットのビデオデータに対して最適にセットされることとなる。図４９の
フローにおいて、副映像属性（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）に従って副映像デコーダ部
６２及び副映像再生処理部２０７がセットされる場合には、ビデオタイトルセット情報管
理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８に代えてビデオ管理情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿
ＭＡＴ）７８が読み出されて副映像属性（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）が獲得される。
また、図４８のフローにおいて、副映像属性（ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）に従ってオ
ーディオデコーダ部６０及びオーディオ再生処理部２０２がセットされる場合には、副映
像属性属性（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）と同様にビデオタイトルセット情報管理テーブ
ル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８から副映像属性属性（ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）が獲得
される。
【０１４５】
　次に、図５１から図５３を参照して図４から図４１に示す論理フォーマットで映像デー
タ及びこの映像データを再生するための光ディスク１０への記録方法及びその記録方法が
適用される記録システムについて説明する。
【０１４６】
　図５１は、映像データをエンコーダしてあるタイトルセット８４の映像ファイル８８を
生成するエンコーダシステムが示されている。図５１に示されるシステムにおいては、主
映像データ、オーディオデータ及び副映像データのソースとして、例えば、ビデオテープ
レコーダ（ＶＴＲ）２０１、オーディオテープレコーダ（ＡＴＲ）２０２及び副映像再生
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器（ Subpicture、 Source）２０３が採用される。これらは、システムコントローラ（ Sysc
on）２０５の制御下で主映像データ、オーディオデータ及び副映像データを発生し、これ
らが夫々ビデオエンコーダ（ＶＥＮＣ）２０６、オーディオエンコーダ（ＡＥＮＣ）２０
７及び副映像エンコーダ（ＳＰＥＮＣ）２０８に供給され、同様にシステムコントローラ
（Ｓｙｓｃｏｎ）２０５の制御下でこれらエンコーダ２０６、２０７、２０８でＡ／Ｄ変
換されると共に夫々の圧縮方式でエンコードされ、エンコードされた主映像データ、オー
ディオデータ及び副映像データ（ Comp、 Video、 Comp、 Audio、 Comp、 Sub-pict）としてメ
モリ２１０、２１１、２１２に格納される。
【０１４７】
　この主映像データ、オーディオデータ及び副映像データ（ Comp、 Video、 Comp、 Audio、
Comp、 Sub-pict）は、システムコントローラ（ Syscon）２０５によってファイルフォーマ
ッタ（ＦＦＭＴ）２１４に出力され、既に説明したようなこのシステムの映像データのフ
ァイル構造に変換されるとともに各データの設定条件及び属性等の管理情報がファイルと
してシステムコントローラ（ Syscon）２０５によってメモリ２１６に格納される。
【０１４８】
　以下に、映像データからファイルを作成するためのシステムコントローラ（ Syscon）２
０５におけるエンコード処理の標準的なフローを説明する。
【０１４９】
　図５２に示されるフローに従って主映像データ及びオーディオデータがエンコードされ
てエンコード主映像及びオーディオデータ（ Comp、 Video、 Comp、 Audio）のデータが作成
される。即ち、エンコード処理が開始されると、図５２のステップ７０に示すように主映
像データ及びオーディオデータのエンコードにあたって必要なパラメータが設定される。
この設定されたパラメータの一部は、システムコントローラ（Ｓｙｓｃｏｎ）２０５に保
存されるとともにファイルフォーマッタ（ＦＦＭＴ）２１４で利用される。ステップＳ２
７１で示すようにパラメータを利用して主映像データがプリエンコードされ、最適な符号
量の分配が計算される。ステップＳ２７２に示されるようにプリエンコードで得られた符
号量分配に基づき、主映像のエンコードが実行される。このとき、オーディオデータのエ
ンコードも同時に実行される。ステップＳ２７３に示すように必要であれば、主映像デー
タの部分的な再エンコードが実行され、再エンコードした部分の主映像データが置き換え
られる。この一連のステップによって主映像データ及びオーディオデータがエンコードさ
れる。また、ステップＳ２７４及びＳ２７５に示すように副映像データがエンコードされ
エンコード副映像データ（ Comp、 Sub-pict）が作成される。即ち、副映像データをエンコ
ードするにあたって必要なパラメータが同様に設定される。ステップＳ２７４に示すよう
に設定されたパラメータの一部がシステムコントローラ（ Syscon）２０５に保存され、フ
ァイルフォーマッタ（ＦＦＭＴ）２１４で利用される。このパラメータに基づいて副映像
データがエンコードされる。この処理により副映像データがエンコードされる。
【０１５０】
　図５３に示すフローに従って、エンコードされた主映像データ、オーディオデータ及び
副映像データ（ Comp、 Video、 Comp、 Audio、 Comp、 Sub-pict）が組み合わされて図４及び
図２１を参照して説明したような映像データのタイトルセット構造に変換される。即ち、
ステップＳ２７６に示すように映像データの最小単位としてのセルが設定され、セルに関
するセル再生情報（Ｃ＿ＰＢＩ）が作成される。次に、ステップＳ２７７に示すようにプ
ログラムチェーンを構成するセルの構成、主映像、副映像及びオーディオ属性等が設定さ
れ（これらの属性情報の一部は、各データエンコード時に得られた情報が利用される。）
、図２１に示すようにプログラムチェーンに関する情報を含めたビデオタイトルセット情
報管理テーブル情報（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）及びビデオタイトルセットプログラムチェーン
テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）１００が作成される。このとき必要に応じてビデオタイ
トルセットダイレクトアクセスポインタテーブル（ＶＴＳ＿ＤＡＰＴ）も作成される。エ
ンコードされた主映像データ、オーディオデータ及び副映像データ（ Comp Video、 Comp A
udio、 Comp Sub-pict）が一定のパックに細分化され、各データのタイムコード順に再生
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可能なように、ＶＯＢＵ単位毎にその先頭にＮＶパックを配置しながら各データセルが配
置されて図６に示すような複数のセルで構成されるビデオオブジェクト（ＶＯＢ）が構成
され、このビデオオブジェクトのセットでタイトルセットの構造にフォーマットされる。
【０１５１】
　尚、図５３に示したフローにおいて、プログラムチェーン情報は、ステップＳ２７７の
過程で、システムコントローラ（ Syscon）２０５のデータベースを利用したり、或いは、
必要に応じてデータを再入力する等を実行し、プログラムチェーン情報（ＰＧＩ）として
記述される。
【０１５２】
　図５４は、上述のようにフォーマットされたタイトルセットを光ディスクへ記録するた
めのディスクフォーマッタのシステムを示している。図５４に示すようにディスクフォー
マッタシステムでは、作成されたタイトルセットが格納されたメモリ２２０、２２２から
これらファイルデータがボリュームフォーマッタ（ＶＦＭＴ）２２６に供給される。ボリ
ュームフォーマッタ（ＶＦＭＴ）２２６では、タイトルセット８４、８６から管理情報が
引き出されてビデオマネージャー７１が作成され、図４に示す配列順序でディスク１０に
記録されるべき状態の論理データが作成される。ボリュームフォーマッタ（ＶＦＭＴ）２
２６で作成された論理データにエラー訂正用のデータがディスクフォーマッタ（ＤＦＭＴ
）２２８において付加され、ディスクへ記録する物理データに再変換される。変調器（Ｍ
ｏｄｕｌａｔｏｒ）２３０において、ディスクフォーマッタ（ＤＦＭＴ）２２８で作成さ
れた物理データが実際にディスクへ記録する記録データに変換され、この変調処理された
記録データが記録器（ Recoder）２３２によってディスク１０に記録される。
【０１５３】
　上述したディスクを作成するための標準的なフローを図５５及び図５６を参照して説明
する。図５５には、ディスク１０に記録するための論理データが作成されるフローが示さ
れている。即ち、ステップＳ２８０で示すように映像データファイルの数、並べ順、各映
像データファイル大きさ等のパラメータデータが始めに設定される。次に、ステップＳ２
８１で示すように設定されたパラメータと各ビデオタイトルセット７２のビデオタイトル
セット情報２８１からビデオマネージャー７１が作成される。その後、ステップＳ２８２
に示すようにビデオマネージャー７１、ビデオタイトルセット７２の順にデータが該当す
る論理ブロック番号に沿って配置され、ディスク１０に記録するための論理データが作成
される。
【０１５４】
　その後、図５６に示すようなディスクへ記録するための物理データを作成するフローが
実行される。即ち、ステップＳ２８３で示すように論理データが一定バイト数に分割され
、エラー訂正用のデータが生成される。次にステップＳ２８４で示すように一定バイト数
に分割した論理データと、生成されたエラー訂正用のデータが合わされて物理セクタが作
成される。その後、ステップＳ２８５で示すように物理セクタを合わせて物理データが作
成される。このように図５６に示されたフローで生成された物理データに対し、一定規則
に基づいた変調処理が実行されて記録データが作成される。その後、この記録データがデ
ィスク１０に記録される。
【０１５５】
　上述したデータ構造は、光ディスク等の記録媒体に記録してユーザに頒布して再生する
場合に限らず、図５７に示すような通信系にも適用することができる。即ち、図５１から
図５４に示した手順に従って図４に示すようなビデオマネージャー７１及びビデオタイト
ルセット７２等が格納された光ディスク１０が再生装置３００にロードされ、その再生装
置のシステムＣＰＵ部５０からエンコードされたデータがデジタル的に取り出され、モジ
ュレータ／トランスミッター３１０によって電波或いはケーブルでユーザ或いはケーブル
加入者側に送られても良い。また、図５１及び図５４に示したエンコードシステム３２０
によって放送局等のプロバイダー側でエンコードされたデータが作成され、このエンコー
ドデータが同様にモジュレータ／トランスミッター３１０によって電波或いはケーブルで
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ユーザ或いはケーブル加入者側に送られても良い。このような通信システムにおいては、
始めにビデオマネージャー７１の情報がモジュレータ／トランスミッター３１０で変調さ
れて或いは直接にユーザ側に無料で配布され、ユーザがそのタイトルに興味を持った際に
ユーザ或いは加入者からの要求に応じてそのタイトルセット７２をモジュレータ／トラン
スミッター３１０によって電波或いはケーブルを介してユーザ側に送られることとなる。
タイトルの転送は、始めに、ビデオマネージャー７１の管理下でビデオタイトルセット情
報９４が送られてその後にこのタイトルセット情報９４によって再生されるビデオタイト
ルセットにおけるタイトル用ビデオオブジェクト９５が転送される。このとき必要であれ
ば、ビデオタイトルセットメニュー用のビデオオブジェクト９５も送られる。送られたデ
ータは、ユーザ側でレシーバ／復調器４００で受信され、エンコードデータとして図１に
示すユーザ或いは加入者側の再生装置のシステムＣＰＵ部５０で上述した再生処理と同様
に処理されてビデオが再生される。
【０１５６】
　ビデオタイトルセット７２の転送において、ビデオデータの管理情報として属性情報（
ＶＭＧＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ、ＶＭＧＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ、ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）、（
ＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ、ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ、ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）及び
（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ、ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ、ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）がタイト
ルセット毎に転送されることから、ユーザ側或いは加入者側の再生システムにおいて適切
な再生条件でビデオデータ等を再生処理することができる。
【０１５７】
　　上述したようにこの発明によれば、ビデオデータを表示する際に、そのビデオデータ
に付与されているビデオデータ属性に基づいて、任意にビデオデータの出力方式を変更す
ることができ、これらの属性情報を参照することによってビデオタイトルセット内のビデ
オデータを最適に再生できる。しかも、属性情報が異なるビデオ・オーディオ及び副映像
データが格納されたタイトルセットを複数用意してこれらを光ディスクに格納することに
よって、規格が異なる再生システムであってもその再生システムに好適な態様でビデオ・
オーディオ及び副映像データを再生することができる。
【０１５８】
　またこの発明は、ビデオデータに対するオーディオストリームや副映像ストリームが複
数存在する場合、それぞれのストリームやチャネルに対する属性をそれぞれの個数分、そ
れぞれ番号順に記録していることから、指定した番号のオーディオストリーム或いは副映
像ストリームのデータ属性を容易に取得し、指定したオーディオストリーム或いは副映像
ストリームに対応して再生システムを最適な再生状態に設定することができる。オリジナ
ル映像に対して、再生画面に適合した表示モードへの変更を許可するか否かに関しての情
報が属性情報として記述されることから、常に製作者の意図を反映させた状態でビデオ等
を再生することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１５９】
【図１】この発明の一実施例に係る光ディスク装置の概略を示すブロック図である。
【図２】図１に示したディスクドライブ装置の機構部の詳細を示すブロック図である。
【図３】図１に示したディスクドライブ装置に装填される光ディスクの構造を概略的に示
す斜視図である。
【図４】図３に示す光ディスクの論理フォーマットの構造を示す。
【図５】図４に示されるビデオマネージャーの構造を示す。
【図６】図５に示されビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）の構造を示す例である。
【図７】図５に示されたビデオマネージャー（ＶＭＧＩ）内のボリュームマネージャー情
報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）のパラメータ及び内容を示す。
【図８】図７に示されたＶＭＧＭのビデオ属性を記述したビットテーブルである。
【図９】ＶＭＧＭのビデオ属性の記述内容に係る表示アスペクト比と表示モードとの関係
を示す説明図である。

10

20

30

40

50

(39) JP 3898726 B2 2007.3.28



【図１０】図９に示されたレターボックスの表示が変わることを説明する為の平面図であ
る。
【図１１】図７に示されたＶＭＧＭのオーディオストリーム属性を記述したビットテーブ
ルである。
【図１２】図７に示されたＶＭＧＭの副映像ストリーム属性を記述したビットテーブルで
ある。
【図１３】図５に示されたビデオマネージャー（ＶＭＧＩ）内のタイトルサーチポインタ
テーブル（ＴＳＰＴ）の構造を示す。
【図１４】図１３に示したタイトルサーチポインタテーブル（ＴＳＰＴ）のタイトルサー
チポインタテーブルの情報（ＴＳＰＴＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図１５】図１３に示したタイトルサーチポインタテーブル（ＴＳＰＴ）の入力番号に対
応したタイトルサーチポインタ（ＴＴ＿ＳＲＰ）のパラメータ及び内容を示す。
【図１６】ファイルに記憶されるプログラムチェーンの構造を説明するための図。
【図１７】図５に示されたビデオマネージャー（ＶＭＧＩ）内のビデオタイトルセット属
性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）の構造を示す。
【図１８】図１７に示されたビデオタイトルセット属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）の
ビデオタイトルセット属性テーブル情報（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴＩ）のパラメータ及び内容を
示す。
【図１９】図１７に示されたビデオタイトルセット属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）の
ビデオタイトルセット属性サーチポインタ（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＳＲＰ））のパラメータ及
び内容を示す。
【図２０】図１７に示されたビデオタイトルセット属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）の
ビデオタイトルセット属性（ＶＴＳ＿ＡＴＲ）のパラメータ及び内容を示す。
【図２１】図４に示したビデオタイトルセットの構造を示す。
【図２２】図２１に示したビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）のビデオタイトルセッ
ト情報の管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）のパラメータ及び内容を示す。
【図２３】図２１に示したテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）に記述されるオーディオストリ
ーム属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）のビットマップテーブルを示している。
【図２４】図２１に示したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報のテーブル（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）の構造を示す。
【図２５】図２４に示したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報のテーブル（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）の情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図２６】図２４に示したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報のテーブル（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）のサーチポインタ（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）のパラメータ及び
内容を示す。
【図２７】図２４に示したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報のテーブル（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）のプログラムチェーンに対応したビデオタイトルセットの為のプログ
ラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）の構造を示す。
【図２８】図２７に示したプログラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）のプログラムチ
ェーンの一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図２９】図２７に示したプログラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）のプログラムチ
ェーンのマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）の構造を示す。
【図３０】図１９に示したプログラムチェーンのマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）に記述さ
れるプログラムに対するエントリーセル番号（ＥＣＥＬＬＮ）のパラメータ及び内容を示
す。
【図３１】図２７に示したプログラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）のセル再生情報
テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）の構造を示す。
【図３２】図３２に示したセル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）のパラメータ及び内容
を示す。
【図３３】図２７に示したプログラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）のセル位置情報
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（Ｃ＿ＰＯＳＩ）の構造を示す。
【図３４】図３３に示したセル位置情報（Ｃ＿ＰＯＳＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図３５】図６に示したナビゲーションパックの構造を示す。
【図３６】図６に示したビデオ、オーディオ、副映像パックの構造を示す。
【図３７】図３５に示されるナビゲーションパックの再生制御情報（ＰＣＩ）のパラメー
タ及び内容を示す。
【図３８】図３７に示される再生制御情報（ＰＣＩ）中の一般情報（ＰＣＩ＿ＧＩ）のパ
ラメータ及び内容を示す。
【図３９】図３５に示されるナビゲーションパックのディスクサーチ情報（ＤＳＩ）のパ
ラメータ及び内容を示す。
【図４０】図３９に示されるディスクサーチ情報（ＤＳＩ）のＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ＿
ＧＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図４１】図３７に示されるビデオオブジェクト（ＶＯＢ）の同期再生情報（ＳＹＮＣＩ
）のパラメータ及びその内容を示す。
【図４２】図１に示すビデオデコーダ部の回路構成を示すブロック図。
【図４３】図１に示すオーディオデコーダ部の回路構成を示すブロック図。
【図４４】図１に示す副映像デコーダ部の回路構成を示すブロック図。
【図４５】図１に示すビデオ再生処理部の回路構成を示すブロック図。
【図４６】図１に示すオーディオ再生処理部の回路構成を示すブロック図。
【図４７】図１に示すオーディオミキシング部の回路構成を示すブロック図。
【図４８】ビデオデータ属性の取得及び再生システムの設定処理を説明するためのフロー
チャート。
【図４９】オーディオデータ属性の取得及び再生システムの設定処理を説明するためのフ
ローチャート。
【図５０】副映像データ属性の取得及び再生システムの設定処理を説明するためのフロー
チャート。
【図５１】ビデオデータをエンコーダしてビデオファイルを生成するエンコーダシステム
を示すブロック図である。
【図５２】図５１に示されるエンコード処理を示すフローチャートである。
【図５３】図５２に示すフローでエンコードされた主ビデオデータ、オーディオデータ及
び副映像データを組み合わせてビデオデータのファイルを作成するフローチャートである
。
【図５４】フォーマットされたビデオファイルを光ディスクへ記録するためのディスクフ
ォーマッタのシステムを示すブロック図である。
【図５５】図５４に示されるディスクフォーマッタにおけるディスクに記録するための論
理データを作成するフローチャートである。
【図５６】論理データからディスクへ記録するための物理データを作成するフローチャー
トである。
【図５７】図４に示すビデオタイトルセットを通信系を介して転送するシステムを示す概
略図である。
【符号の説明】
【０１６０】
４　…　キー操作／表示部
６　…　モニター部
８　…　スピーカ部
１０　…　光ディスク
１１　…　モータドライブ回路
１２　…　スピンドルモータ
１６　…　光反射層
２４　…　クランピング領域

10

20

30

40

50

(41) JP 3898726 B2 2007.3.28



２６　…　リードアウト領域
２７　…　リードイン領域
２８　…　データ記録領域
３０　…　ディスクドライブ部
３２　…　光学ヘッド３２
３３　…　フィードモータ
３６　…　フォーカス回路
３７　…　フィードモータ駆動回路
３８　…　トラッキング回路
４０　…　ヘッドアンプ
４４　…　サーボ処理回路
５０　…　システムＣＰＵ部
５２　…　システムＲＯＭ／ＲＡＭ部）
５４　…　システムプロッセッサ部
５６　…　データＲＡＭ部
５８　…　ビデオデコータ部
６０　…　オーディオデコーダ部
６２　…　副映像デコーダ部
６４　…　Ｄ／Ａ及びデータ再生部
７０　…　ボリューム及びファイル構造領域
７１　…　ビデオマネージャー（ＶＭＧ）
７２　…　ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）
７３　…　他の記録領域
７４　…　ファイル
７５　…　ビデオマネージャー情報（ＶＭＧＩ）
７６　…　ビデオマネージャーメニューの為のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿Ｖ
ＯＢＳ）
７７　…　ビデオマネージャー情報のバックアップ（ＶＭＧＩ ＢＵＰ）
７８　…　ビデオ管理情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）
７９　…　タイトルサーチポインタテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）
８０　…　ビデオタイトルセット属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）
８２　…　ビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）
８３　…　ビデオオブジェクト（ＶＯＢ）
８４　…　セル９５
８５　…　ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）
８６　…　ナビゲーションパック（ＮＶパック）
８８　…　ビデオパック（Ｖパック）
９０　…　副映像パック（ＳＰパック）
９１　…　オーディオパック（Ａパック）
９５　…　ビデオタイトルセットのメニュー用ビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿Ｖ
ＯＢＳ）
９６　…　ビデオタイトルセットのタイトルの為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴ
Ｔ＿ＶＯＢＳ）
９７　…　ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）のバックアップ
９８　…　ビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）
９９　…　ビデオタイトルセットパートオブタイトルサーチポインタテーブル（ＶＴＳ＿
ＰＴＴ＿ＳＲＰＴ）
１００　…　ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ
Ｔ）
１０１　…　ビデオタイトルセットタイムサーチマップテーブル（ＶＴＳ＿ＭＡＰＴ）
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１０４　…　ＰＧＣ情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）
１０６　…　プログラムチェーンプログラムマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）
１０７　…　セル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）
１０８　…　セル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ）
１１１　…　ビデオタイトルセットメニューＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＴＳＭ＿ＰＧ
ＣＩ＿ＵＴ）
１１２　…　ビデオタイトルセットセルアドレステープル（ＶＴＳ＿Ｃ＿ＡＤＴ）
１１３　…　ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴサーチポインタ（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）
１１６　…　ＰＣＩパケット
１１７　…　ＤＳＩパケット
２０１　…　ビデオ再生処理部
２０２　…　オーディオ再生処理部
２０３　…　オーディオミキシング部
２０４　…　フレームレート処理部
２０５　…　システムコントローラ（Ｓｙｓ、ｃｏｎ）
２０６　…　ビデオエンコーダ（ＶＥＮＣ）
２０７　…　オーディオエンコーダ（ＡＥＮＣ）
２０８　…　副映像エンコーダ（ＳＰＥＮＣ）
２１５　…　メモリ
２２６　…　ボリュームフォーマッタ（ＶＦＭＴ）
２２８　…　ディスクフォーマッタ（ＤＦＭＴ）
２３０　…　変調器（ Modulater）
２３２　…　記録器（ Recoder）
３２０　…　エンコードシステム
３１０　…　モジュレータ／トランスミッター
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】
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